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財
政
學
上
::
'
祖
税
の
, ®
.念
並
に
課
税
の
原
理
.が
奈
邊
に
求
め
ら
る
：べ
き
>

は
、
未
だ
根
本
的
に
解
.決
せ
^
ホ
ざ
る
難
問
霉
の
一
っ
で
ぁ 

パ

ら

ぅ

。
本
高
は
こ
れ
に
關
す
る
研
究
の
一
部W

し
て
課
税
原
规W

功
利
主
氟
哲
學
ミ
の
交
涉
を
論
1:
-
^-
も
の
で
.ぁ
る
0
筆
朞
は
必
ず
し
も
、

.

課
税
の
菡
礎
ゴ
し
て
功
利
主
_
哲
學
を
翦
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。.課
税
.办
.原
现
に
、
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觀
的
規
準
t
し
て
の
偷
理
：槪
念
を
も
ち
來
る
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.
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の
正
否
は
、
績
稿「

厚
生
經
濟
學
涝
の
租
税
理
論」

及
び
っ
價
値
論
ミ
し
て
の
租
耽
論
レ
を
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じ
て
後
紙
決
せ
ら
る
べ
.き
陳
麗
で
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る
9
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濟
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濟
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機
體
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る
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力
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某
本
原
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で
あ
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て
、
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史
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機
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す
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牲
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牲
は
心
理
的
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な
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、
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用
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.る

.9
こ
れ
? :
彼
れ
は
等
價
の
經
濟
的
原
理
ビ
稱
し
た
。
斯
く
し
て
ザ
：ッ
ク
ス
k

於
て
は
、
.犠
牲
の
平
等
に
非
ず
し 

て

徵

收

せ

ら

れ

：る
.價
値
の
平
等
が
課
税
の
純
然
た
る
經
濟
的
某
礎V」

な
つ
て
居
る
s

o
。
即
ち
、
課
税
：原
理w

し
て 

の
偷
理
觀
念
は
全
然
拒
否
、せ
ら
れ
、

M
し
て
租
税
_
象
は
純
然
た
る
.價
値
現
象
ビ
し
て
論
究
せ
ら
れ
た
の
で
あ
るo

:
'
'
.
.

驻
七
ノ
£
*.
,5
.只̂.
-0
1目
£
6空
30;
1'
ユ
9
.1ザ
0
3ユ
5&
3
.5
?
1̂
名
1"6
&

,

‘

tiA
M
.
s
e
l
i
g
I
r
a
1v
o
p
;
c
i
v
p
p
'
I
4
5
，I47.

#

Rn. 

'
•

:

斯
る
價
値
理
論
：へ
.
.の
發
展
ビ
相
並
ん
で
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等
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牲
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は
功
利
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學
ミ
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合
し
、
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最
小
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し

た
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最

小
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せ
ら
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原
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し

て
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よ
つ
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得
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れ
る
總
純
效
用
が
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大
な
る
べ
き
條
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、
結
局
總
非
效
用
が
極
少
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る
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條
件
に
歸
著
す
る(
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丸
^
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备
人
^
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け
み
最
'少
犠
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は
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的
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稅
の
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理
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し
て
、
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功
利
主
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哲
學
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謂
ふ
が
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偷
现
土
以
原
則
を
藉
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來
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；
こ
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が
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學
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对
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k
課

關
す
る
限
-

es  

k
於
ハ

i

*
財
政
學
が
規
範
科
學
で
あ
る
：：か
實
證
科
學
で
あ
る
：が
拉
懸
つ
1 :
居
る
：。
i

れ
：そ
i

i c
、
？：ガ
：/:
ゲ
ァ
.、

チ
ジ
..デ
ヲ 

ァ

ス

1C
於
け
る
ゆ
_
學
說
♦

か、.

如
何
な
る
意
義
K

梦S

 V

租
稅
の
：標
準
£
連
繫
b
.
v
.
居
る
か
g
依
存
す
る
.
o
:Z
の
解 

決
は
、
功
利
主
義
ミ
課
税
槪
念
の
學
說
史
的
發
展
ど
を
迎
る
こ
V

R
ょ
つ
て
、
一
層
明
瞭
に
與
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

ニ
功
利
主
義
哲
學
槪
觀
ハ 

.

十
八
世
紀
後
半
を
通
じ
て
の
.英
吉
利
思
想
潮
流
ぬ
於
け
る
1
結
果
5:
;
-代
表
す
る
，.も
の
.は
.英
國
功
利
主
義
者
で
あ
る 

®

'

l

S

V
而
し
て
こ
.の
功
利
主
義
哲
學
が
ベ
シ
サ
ム
の
名
ど
離
し
て
論
ぜ
ら
れ
.ざ

る

所

以

^

彼

に

ょ

つ

て

創

め

て 

•こ
の
哲
學
が
單
な
る
»
理
上
の
原
則
た
る
以
外
に
法
律
的
標
準
の
客
觀
性
を
把
&
し
た
か
.ら

で

あ

る

。
.
其

の

抽

象

的 

學
說
が
綱
領
ミ
な0

て
實
際
政
治
上
の
運
動
を
促
し
た 

ー
«
に
於
て
は
、
ベ
ン
サ
ム
k
比
肩
す
ベ
さ
も
の
が
な
い
。

こ
の
意
味
^
於S

V

彼
は
思
.想
史
上
獨
特
の
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る

.

• 

.

.

. 

.

.

.
, 

■ 

. 

. . 

. 

.
 

.

.■. 

. 

, 

'

.

, 

. 

.... 

-
.
'
.
'
- 

- 

- 

:

.'
■

'

.

1

.
 

驻
ー
o

Leslie steohea. T
h
e

 

Englisli udlitari

'pns VOL I., p. .12.

註
. 一
. 一
 

Leslie Stephen,

1げ
5:
.
, 

p. 235.
.

, 

.

、
'

.

•

 

.

.

.

.
「

最
大
多
數
の
.最
大
幸
福」

次
る
原
則
は
決
し
て
始
め
て
彼
れ
'の
，唱
出
し
た
も
の
で
は
犮
い
。
.苟
も
愉
理
問
題
の
始 

め
て
論
議
せ
' &
れ
て
£ 1
:
來
常
^
相
對
峙
し
來
つ
た
ニ
つ
の
學
說
中
、，
當
時
に
於
て
優
勢
で
‘
つ
た
ー
.方
を
«
れ
が
擇 

ん
だ
^
謂
ふ
に
過
笤
^

訪
ー
5

。
當
時
の
»
理
思
想
は
そ
.の
本
質
^
於
い
て
功
利
論
で
あ
つ
た
。
B

K
>
^:
ソ
ン 

は
正
邪
の
耀
準
が
最
大
多
數
の
最
大
幸
福
に
在
る
を
說
さ
、
ヒ
r

ム
も
人
性
論
に
於
い
て
其
の
偷
理
體
系
の
®
礎
を 

功
利
に
置
い
た
。

べ
ゾ
ナ
ム
は
ヒ
ュ
I

.ム
の
人
性
論
第
三
卷
^
讀
ん
^
$
さ
の
乙
ど
を
囘
想
し
て
斯
ぅ
謂
つ
て
居
る
。 

「

こ
の
書
中
此
の
問
題
^
觸
れ
，る
部
分
を
饋
む
や
否
や
、私
は
眼
か
ふ
鱗
片
が
落
ち
た
や
ぅ
^
感
じ
た
。
こ
の
時
始
め

笫

ニ

十

四

卷(

四
三
—)

租
税
犠
牲
說
功
利
主
義
哲
學 

第

三

號

匸

こ

セ



第

二

十

四

卷

C

四
三
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.租

税

犠

牲

說W

功
利
主
義
哲
學

 

第

三

號

ニ

11

八

-

-

V

て
私
は
人
間
^
於
け
る
働
因
を
道
德
の
働
因
ミ
畔
^
乙
^
を
知
っ
た
の
/で
あ
る
ド
^̂

牝
在
.る
.乙
ビ
.が
ノ
こ
、
に
極
め
て
明
確
^

立
舞
^

れ

：て
：居

る

.

」

^(

註
'-
-
-三
>。.
 

へ
：；

：

:

:
't e
r
l
^
ŝ l
o
'-
c
/
l
'f
s
-
pp'
S
J
O
v
v
c .
r
P
V
N
^
. 

.
■
: 

: 

lfe
r

—
W
.
R
.
S
O
r
l
e

7,
A
H
i
s
t
o
l
r
y
o
f
E
^

こ
の
外
、
ベ
ン
サ
ム
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
介
も
の
に
、

H

ダ
グ
工
シ 
>
.ス
、
ブ
リ
イ
ス
ト
リ
イ
が
あ
る
g
 
ー
-s
。

ベ
ブ
ナ
ム
自
ら
少
B#
大
い
に
ブ
リ
イ
ス
ト
リ
イ
の
箸
作
に
傾
倒
し
た
て
^
を
謂
ひ
、
或
る
^

こ

ゐ

で

，は

：

「

最

大

多

數
 

の
最
大
幸
福」

な
る
成
句
を
旣
に
彼
れ
の
:小
册
子
中
に
發
見
し
た
ど
記
し
て
居
る
S

一
 

五
W
O

驻
一
四
；̂
^
0 >
.
.«/
)
^
^
3

こ
-0
.
o
J
r

p. 2
3
6
.

及
び
-c/lorley, op.. .220.

註
'I

五
ソ
方
リ
イ
に
從
へ
ば
、
と
れ
は
ベ
ン
サ
ム
の
記
憶
違
ひ
で
あ
っ
て
、
と
の
成
句
は
•フCV

イ
ス
ト
リ
イ
に
ょ
っ
て
使
用
さ
れ
たW

は
思 

ヶ
.は
れ
な
いW

謂
つ
て
居VQC 

■

々
指
摘
せ6
る
V
通
リ
、そ
の
起
源
.は
併
太
利
の
法
學
者
ペ
ッ
カ
リ
ー
ア
に
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0 

Soriey, 

op., 

c
r
. 

p.. 2
2
0.

參
照 

：
.：

..•：

•

然
ら
ば
何
故
k

ベ
ン
サ
ム
の
說
が
天
啓
の
如

&

カ

S
新
鮮
张V」

を
以
て
彼
の
學
徒
に
迪
っ
た
か
。

レ
.ズ
リ
イ
•
ス

丨
.テ
ィ
ブ
ゾ
に

®

へ
ば
、
そ

れ

はI

に
彼
れ
が
一
敎
理
を
建
設
せ
ず
し
て
ニ
方
法
を
確
立
し
、
軍

に

V

般

原

因

^

し

て

彼

れ
^
傳
へ
ら
れ
た
る
其
の
學
理
が
彼
れ
の
手
に
於
い
て
直
接
㈣
*
關
孫
あ
る
問
題
^

適
用
せ
ら
れ
、
最
も
多
大
の
效

果
を
擧
げ
る
有
效
な
る
用
具
^
な
っ
た
か
ら
で
あ
る(

註
一
六
^

.

ソ
オ

.が

イ

の

指

摘

す

る

^

こ

ろ

に

從

へ

ば

、

ベ
ン
サ
.ム
は

個
人
：行
爲

上

の

標

準

^

し

て

で

は

な

ぐ

、

立

法

並

^

行 

政

-4
.の

標

準

：V
i

し

，て

、

.

即

ち

倫

理

上

，の

原

則

ょ
A
も

政

治

上

の

原

則

w

し

て

「
最

大

幸

願

の

原

，理」

即

ち

.
「

功

利

の

原

，
糊

げ

到

達

じ

汔

の

：で

：あ

づ

.た
> 
旣

：R

.P
ッ
.：.ク
，
の

時

以

來

、
，
各

個

人

：

0

行

動

：は.通
常
彼
れ
自
身
の
.快

靡

：苦

痛

に

依

つ

V

 

決
楚
ぜ
ら

る

、
冷

のぞ
解
釋
せ
ら
れ
て
居
/ 2
.こ
^

^
顧
れ
ば
、
\右
；の
：.點

»
注
目
^
値

す

る
^
 

最
大
幸
福
を
各
人
の
目
的
ビ
な
す
输
理
說
ビ
調
和
せ
し
む
る
乙VJ

が
困
難
で
あ
る
。
併
し
斯
く
の
如
&
困
雛
は
觀
察 

點
を
個
人
ょ
6

_
家
^
移
す
場
合
ド
は
起
ふ
な
い
。
こ
の
場
合
、各
人
は
自
己
の
最
大
幸
福
? :
念
^
し
.て
居
る
か
ら
、
 

ii
h
會
.の
目
的
は
ま
た
最
木
多
數
の
.最
大
多
數
の
最
大
幸
福
で
あ
.る
.ど
の
論
-に
な
る
：の
'で
あ
る
.。
斯
く
の
如
く
し
て
、
 

「

最
大
多
數
.の
最
大
幸
福」

が
承
認
さ
る
れ
ば
.、
之
を
軍
に
1
.個
の
政
治
的
原
則
で
：は
な
く
、
，
ま
れ
嚴
格
な
る
i

i c 

於
'け
，る
.
.--
*
個
め
»
理
的
原
則
ゼ
し
て
採
用
す
る
.
K

が
I

論

：现

的

で

は

；な
，

S

W
れV

7
P

，I

容
易.

V

な
る
の
で
あ

る 

C

P

1
.

七)

0
.

:
註
'

1'

七 

sorley, op, 

c
i
r
p
. 

2
2
”

ベ
シ
'ナ
.
ム
，
の

學

說

の

心

ー

理

^

觭
理
上
の
原
现
，は
最
も
0«
«
に
彼
^
の「

«

#
並
夂
立
法
^

_
緖
論」

'に
就
.，7:
之
を
窺 

ふ
こ 

<
が
出
来
る
8】

.
<.w
o
彼
は
該
書
の
胃
頭
に
於
い
て
次
の
如
く
語
つ
て
居
る
。

「

_
然
は
人
類
を
苦
痛
及
び
快
樂
ミ
.い
ふH

君
主
の
支
配
下
^
置
い
た
。菩
々
が
當
^
に 

し
、
並
に
吾
.々

が
何
5 :
な

す

で

あ

ら

ぅ

か5 :
決
定
す
る
も
の
は
獨
6
此
の
ー
一
者
の
み
で
あ
る
。

一

方
に
於
て
は
正
邪 

の
肇

、V

他

方

隹

S

は
因
果
の
讓

、

t

の
一1

つ
は
共
.に
彼
れ
等
の
玉
座
に
結
び
附
け
ら
れ
る
。
吾
々
の
爲
す 

ミ
せ
、
«
ふ
Z
ヒ
、
ff
i

. ^
こ

於

い

' て
；、::
'
,總
：.ベ
‘

「

て

彼

れ

等

，は

吾

々

：

;2
:
支

酡
^
;.
-
5，

此
' 0
服
.從

，ょ
；̂脫
_
甘

ん
E
 

て

爲

し

得

る

替
-々 0
努

カ

ぼ

，、
盡

く

そ

れ
? :
立

證

し

：
.具

つ

墼

圆̂

^
る
' 0
用

を
'爲
; 1
:

^
止
：̂
る
'で 

*
代

於

；

S:

セ

：
は
：，

人

は

彼

れ

等
.の
.支

：配
? :
:脫

す

る
.：
乙

せ
*
揚

で

あ

: &
ぅ
^

れ
^
劣

:,
?
”事

實
^
:於
^V

は

、

第
！

一

十
四
卷：

-

1

S

.
租
税
犠
牲
：說
せ
功
釉
主
義
哲
學， 

第
！

a

號
.

コ
冥
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ニ
.：十

姊

卷

(
I

m
g

D

fe
稅
：懷
蛛
說 

功
利
.主
義
哲
* 

、f

ft
一
ゆ
a

褪
れ
は
‘終
始
後
然W

U
:
:
H

ぞ
の：

E
屬

た

.る

名€
を
®
え
ぬ
^
あ
ち
ぅ
o
錄
利
の
原
；理
は
此
の
舨
從
：を
承
認
で
、：

且
.つ 

之
れ
を
..彼
れ
め
ji
t
系
”の
齡
.礎
ど
1>
て
取
る
.'
0

:興
の
自
的
.は
幸
福
0

1
堂
:?
;
理
性
せ
法
則
^
の
丰
妃
振
つ
て
®
設
す
名 

.乙

.ズ
^
在
^
。.
.上
れ
^
疑
は
ん
ゼ
^

^
1|
.
體
系
は
感
覺
：.の
：代
：{

^
音
聲
を
''
'

®

に
：闇
黑
を：

取 
3
极
劣
^

の

で

あ

き

浪

§
，
九)
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a
^
.
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}
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之
れ
等
'の
：言
辭
は
單
純
な
る
々
.X.
サ
ム
，哲

學”
糈

髓

を

，示

し

：て

居

る
0註
ー5

い

て

謂

：
ふ

.。

.

. 

.

."

.へ「

功
利
の
原
理
は
本
書
の
某
礎
で
あ
る
。
故
に
功
利
原
理
の
意
義
を
明
確
に
考
察
す
る
の
が
適
當
で
あ
ら
ぅ
。
功
利 

'

の
原
測
ビ
は
如
-何

在

る

行

爲

で

、も

を

の
-行

爲

：の.影
：響
を
蒙
る
人
々
の

幸
福
を
增
減
す
る
傾
向
、
換
言
す
れ
ば
、
其
の 

幸
？

爾
長
す
J

、
；或
は
t

s

反
對
す
る
か
I

.
つ
て
.、
其
：の
行
爲
を
肯
定
し
老
名
を
否
定
せ
ん
ど
す
る 

.源
，.理
を
意
.味
す
る
。
私
は
こ
、
k
如
何
な
る
行
爲
k
就
，て
^

^
謂
ふ
o
® C
R
、
其
は
啻
に
私
人
の
個
々
の
凡
て
の
行 

爲
i t
就
.て
の
み
•な
ら
ず
、
1 1
1
家
の
政
策
を
も
包
含
す
，る
し
ど
S
 
一
 1
8

。

.* 

- 

•

•

✓

‘ 

. 

»
. 

• 

, 

-
V 

!

o 

w
s
^
p
s
- 

0
 ̂

0
? 

0
^
. 

 ̂

«
.
.
.

;:

然
ら
ば
、
功
利
？
は

：何
で
あ

る

か

。

日

く

'「

功
利
く

は

、
,

關
係
者
^
對
し
;:
.

恩

遽

、

便
益
、
快

樂

、：

善
即
ち
幸
福 

を

生

じ

.、
又

損

#

苦

痛

#

惡

：即

ぢ

：不

幸

1

妨

.げ

.る
：が

如

&

事

物

の

性

質

：̂

意

：味

す

る
.。
：
、
、
こ

，
の

揚

合

r

關
係
者
が
：.|

般
社

t -
,
.で

^ ,
る

な

ら

ば

、
-

社

會

の

.幸

福

が

^ .
題

.で

あ

う

、
.
.若

し

特

定

の

'「

個

人

5

る
>」

さ

は

、
.
ぞ

の

個

人

の

幸

福

が

'問

題

‘

餘
ニ 

一
 

B
e
n
t
h
a
m
'
o
p
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c
i
r
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3
- 

p
p
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,

故
に
べ
ゾ
ナ
ム
に
^

い
て
、
あ
る
行
爲
が
功
利
の
原
理
に
適
合
ず
る
ビ
謂
ひ
ゝ
得
る
場
合
は
ノ
社
會
の
幸
福
を
增
進 

せ

ん
^
す

る
^

の
行
爲
の
傾
向
が
、
■其
を
減
少
せ
ん
ど
す
る
傾
向
ょ
う
も
丸
な
る
場
合
で
あ
る
藝
ー
5

0
而
.し
^
、
 

歲

利

の

览

則

^

一

 

致
す
る
行
爲
に
就
て
は
、
常
^

^
の
爲
す
べ
き
? :
-
.說

く

乙

(£
が
出
來
る
。
少
，く 
€
も
爲
す
可
ら
さ 

る
も
の
に
非
ら
ず
^
謂
ひ
棒
る
。
又
'
:ン
：
其
は
1 £
し
い
.行
爲
で
あ
う
、
少
く
ど
，も
不
正
な
る
行
爲
で
’ば
な
い
ビ
.も 

p
c

へ
る
o
. 

W
 
く
の
.如
く
解
し
て
始
め
て
、：
當
爲
、
正
邪
其
の
他
M

n

R類
似
す
る
語
は
意
義
あ
う
^
い
ふ
べ
く
、
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か
ら
ざ
れ
ば
、
無
薏
義
ビ
な
る
の
で
あ
る(
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ち
.正
義
ミ
不
赏VJ.

は
幸
福
を
進
め
る
.か
杏
か
に
侬
つ
て
.‘岐

れ

る

。

ベ
ゾ
サ
丄
，
に
，從

へ

ば

？

.幸

福

の

何

た

，
る

か

は

難
‘ 

れ
珞
知
つ
て

居

る

。

總
べ
て
の
人
は
快
楽
、
苦
痛
の
何
^
る
か
を
知
つ
.て
居
.る
か
ら
で
.あ
る
。
然
る
.に
正
義
^
は
.何 

か1

.

.其
：は
赏
^
に
最
大
の
幸
福
を
生
ず
べ
き
も
办
で
あ
：る
。
1 £
義

：は

手

段̂

あ

0
て

目

的

，
で

は

な

い

'

.̂
0

逢
 

る
總
べ 

< の
も

の

を

除
け
，
然

ら

ば

.J
E
-義
は
.意
義
な
き
空
語
く
な
ら
う
ブ
然
る
に
幸
福
は
本
質
的
、
獨
立〕

的
意
義
を〕
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有
す
る
も
の
で
あ0

て
、
5 E
義
の
意
味
は
'
t
れ

に

ょ

う

演

釋

せ

ら

れ

得
.る
の
で
あ
る
。
乙
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故

に
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幸

福
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行

す

厶

參

ー

四
'

激1.P

屮i

卷

ニ

四

三
s

'

m -
.
-糠
犠
仏
說v

劢
利
主
義
澉
學 

雪

#

一
 

卿
て



鋒
ニ
十1

# -c

四111.

六〕

祖
’税
犧
牧
f

珎
利
主
義
珩
‘學

 

M

0

1
师
1
ー

'

V
 

s

s

'Me
s
l
i
e

^

>e
I

.
今

、
吾

々

：は

道

德

め

み

な

:6
.ず

立

法

：
^
關
す
る
ベ
ン
：̂

:
<
:
學
說
の
適
用
を
考
察
ず
る
乙V

が
*
要

で

：あ

〗

る
。
而

し

て 

事
實
上
、.
.ベ' V

サ
ム
办
主
.要

な

：
る

目

的

：
は

立

：

法
：：

の

：
改

萆

に

殳

の

原

« 1
!
を

5§

用

ず
る

- Z
-

$

$

^

o

z

の
；故

^
.
彼

れ

は 

:

.-
1
功

利
.の
，原

理
」

.に

代

置

ず

る

炫

最

大

多

數

：の

最

大

幸

福

」

：な
：§
成

句

を

：双

て6
.だ
<
註

產

^

.の
善
若
し
く
は
福
利
を
考
察
し
、個
人
0.
そ
れ
0
:み
.を
.考

慮

し

な

い

：
。

：

彼

：れ
：
R
從
へ
.ば
>
政
策
.及
び
立
：法
は
其
.
0結
架 

•に
ょ
づ
て
檢
雜
さ
れ
る
0
而
し
て
乙
れ
等
：は
、其
の
生
ず
る
結
果
5:
通
し
て
確
立
或
.ひ
は
输
廢
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
^

独
ニ
五
ベ
ン
サ
ム
は
功
利
的

,?
_
ふ
言
葉
を
旣
に
一
七
八j

年
か

6

用
ひ
て
、
其
の
信
條
に
對
す
る
唯
一
の
名
稱
で
あ
る
VV.
主
張
し
て
放
つ 

た
，が
後
上
至
つ
て「

最
大
申
福
の
原
理」

な
る
語
句
を
以
て
優
れ
リ
マ」

す
る
に
至
'つ
た
。
典
の
邵
：由
は
、
功
利
な
る
語
は「

幸
福
し
の
如 

-

,■
•

く
快
樂
带
痛
の
觀
念
に
適
合
，せ
ず
、
其
の
關
係

.利
寄
の
數
を
考
虛
せ
し
め
ぬ
ミ
謂
ふ
點
に
在
る(

ー
八
ニ
ニ
苹
七
月
彼
れ
は「

逍
德
迎 

に
立
法
原
週
緖
論
し
第」

頁
の
註
に
こ
め
理
由
を
附
記
し
た)
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"
ベ
ン
ナ
ー
ム
に
ー
ょ
れ
ば
、
正
、
不
正
の
疔
爲
ば
幸
福
に
.導
<-
;
が
否
か
に
'ょ
づ
て
狹
せ(

ら
れ
る
。
零
ち
正
し
く
行
ふ
こ

ぐ
は
、
最
'大
多
數
の
最
大
：幸
福
を
增
進
す
.る
の
意
で
あ
る
。
4
立
法
者
か
行
爲
も
亦
、.
普
通
人
;̂
同
じ
ぐ
、
此
の
•幸

福
を
最
大
な
ら
し
.め
.

の̂
、原

則

を

遵

奉

す
^

^
畓
S

R
ょ
つ
^ '
其
の
正
^ ;
が
.！
；定
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
立
法
者
は

人
の
行
爲
を
左
右
せ
ん
^
欲
ず
る
。
然
か
も
.人
.の
抒
爲
は
乙
れ
^
苦
痛
懷
靜
の
加
べ
ら
れ
各
乙
ビ
仏
ょ
り
て
の
み
在

•

.*
5
れ
る
。
乙
れ
が「

制
裁」

の
理
.論
で
あ
つ
て
、
彼
の
學
說
の
重
要
な
る
部
分
で
あ
^
。
行
爲
k
舞
し
て
加
へ
ら
れ

ぶ
が
如
さ
苦
痛
快
樂
は
制
裁
€

稱
せ
ら
れ
る
ノ
制
裁
^

は
肉
體
的
即
ち
自
然
的
、
政
治
的
、
道
德
的
即
ち
社
會
的
及 

.び

.宗
敎
敗
制
'翁
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四
種
が
^
る

、
9
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妒
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度
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自
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^
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^ 1

か
が
も
.獨
贫
0

ウ
て
生
ず
る
悔
樂
苦
痛
で
^

ヶ
、
第
一
:
1は
立
法
奢
の
政
策
に
ょ
ク
-0

讀

：へ

ら

れ

る
^

れ
で
あ
る
？
.第
式
ば
共
同
せ
ざ 

る
他
人
に
尤
つ
て
加
へ
ら
れ
各
そ
れ
で
お
々
、
第
四
は
神
に
ょ
つ
て
加
'へ
ら
れ
る
快
苦
で
あ
.る
。へ
而
しV

第
二
以
下 

は
、
彼
れ
'
k
從
へ
：
ば

、

〗

皆
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弋
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す
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も
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で
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斯
く
し
て
、
ff
i
r理
學
者
並
に
立
法
者
に
對
す
る
問
.題
は
極
め
て
明
瞭v

j

な
る
。
即
ち
そ
れ
等
の
制
裁
を
如
何
^
行 

へ
ば
、
個
人
的
社
會
的
人
間
幸
福
が
最
大
に
な
る
か
が
.問
題
で
あ
る
ハ
註
ニ
八
^

然
る
に
べ
ン
サ
ム
に
由
れ
ば
、
快
樂 

苦
痛
は
數
學
，者
の
謂
ぶ
獨
立
可
變
數
で
あ
る
0註
ー
ー
5

。
而
し
て
乙
の
快
苦
は
其
の
源
泉
に
關
し
て
の
み
な
ら
ず
、
其 

の
價
値
^
齡
し
て
も
相
異
す
る
。
故
に
吾
々
は
縝
い
て
快
樂
苦
痛
の
價
値
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。ハ
替
5 '
^
即 

ち
謂
ふ—

「

快
樂
、
而
し
.て
苦
*
の
_
ま
は
立
法
者
の
目
ざ
ず
目
的
で
あ
る
？
故
に
快
樂
苦
痛
の
價
値
を
測
定
す
る 

Z
ど

は

、
，
立

法

者̂
ビ
づ
て
必
要
セ
あ
る
。
快
樂
ビ
苦
痛
<£
は
免
法
者
办
用
ふ
べ
き
用
具
な
る
が
故
に
、
そ
の
力
、
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斯
る
快
苦
の
價
値
は
、

一
個
人
^

關
す
る
限
6

、
次
の
四
個
の
事
情
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つ
て
そ
の
大
小
を
異
に
す
る
。
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遠

近
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度
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：

:

猶
ほ
.、
快
#

•
ゆ
慎
値
が
、
ぞ
れ
を
生
ず
る
あ
る
行
爲
の
傾
向
を
評
價
す
る
目
的
で
考
察
せ
ら
る
、
場
合
に
は
、
乙 

0 :

永
炙
^

一
個
ゆ
事
慨
が
考
慮
に
容
れ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ャ
;.
. 

、

プ

''
ぺ

五

';
を
の
增
殖
か
、
即
ち
同
種
の
感
覺
を
伴
ふ
乙
^
の

有

無

多

少

,-
-

.
,-
.v-
.
: 

;

.

六

：
そ
叹
純
度
、
.即
?>
*

反

對

の

感

覺

を

伴

は

ざ

る

度

合

>

彼
机
は
以
上
の
六
個
.の
事
情
^
页
に
關
係
者
が
.多
數
な
る
場
合
^
於

げ

る

次

0 .v

事

條

加

へ

卜

總

計

七

個

の
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傲

於

快

樂

の

價

値
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決

定

す

る

ざ

謂
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居
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範
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茲

に

於S

て
.、被
れ
•は

快

樂V
J

苦

痛

<£
を
.全
然
量
的
^
見
て
相
互
に
比
較
す
る
。
洵
に
ソ
ォ
リ
ー
の
謂
ふ
や
ぅ
ド
、
 

彼
の
方
& ;
の
箸
し
き
特
徵
は
數
査
的
な
る
に
祖
る
ハ
き
ー
5〕

。
即
ち
_べ
.
ン
サ
ム
'は
夾
の
奴
さ
方
法
を
.述
.べ
て
居
る
。

日
. 

く「

一.方
に
お
い
て
.I

切
の
快
樂
の
總
ベ
て
の
價
値
を
總
計
し
、
他
方
に
於
い
て

總

べ
て

の

苦

痛

の

價

値

を

總

計

せ 

ょ
、
之

0
場
合
，.、
若
し
快
樂
の
佘
剩
を
生
ず
れ
ば
、其
の
行
爲
ば
善
に
傾
さ
、
苦
痛
の
佘
剩
を
生
ず
れ
ば
、
'惡
^
傾
く
ち 

の
で
あ
る
.
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c
^
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に
、
抑
•性
的
動
物
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.行
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す
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爲
の
常
梁
の
考
量
，K
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o

 

.て
決
せ
.ら
れ
.る
。.
行
爲
の
原
因
は
”行
鳴
に
.依
づ
v
.
s
r
o
る
べ
き
快
樂
の」

希
望
.、
*

じ
.く

は 

之
，れ
'ょ
6
,生
ず
べ
&

菩
痛
の
恐
怖
で
.あ
り
て
、
乙
.の
豫
想
せ
^

れ
た
：る
快
樂
舍
し
く
は
苦
摘
亦
、
べ
ゾ
サ
ム
'
の
名
.辭
R 

從
へ
ば
丨
勺
的
動
機」

で
ぁ
^

.
彼
.れ
R

於S

て
は
、
如
: #

な
る
動
機
も
滞
^

, *
1
常
^

惡
な
る
|

は
:«
デ

o

快
樂
は 

を
れ
自
體
善
で
あ
-
^、
莕
痛
：は
其
れ
自
體
惡
.で
あ
る

/0

即
ち
動
機
核
. ^
れ
自
禮
等
^

-^
價
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
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こ
の
動
機
代
關
す
る
說
明
ば
、
ベ
ゾ
サ
ム
哲
學
k
:於
い
て
最
本
主
要
な
る
地
位
，を
占

む

る
も
.の
で
あ
る(

註
.5
0
0
; 

而
し
て
善
惡
が
動
機
に
依
存
せ
.ず
し
て
を
の
結
果
に
ょ
つ
て
決
せ
ら
れ
る
?£
:
謂
ふ
學
理
乙
そ
、
功
利
主
義
哲
學
^
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け
る
一
特
色
釔
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成
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ス
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あ

る

政

策
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最

大

多
 

數
の
最
大
幸
福
を
進
め
る
に
ネ
拘
&
ず
、.是
が
直
ぢ
^
採
用
：3
れ
な
：か
.つ
..た

の

ば

何

故

.で

者
が
最
大
多
數
の
最
大
幸
福
を
欲
し
な
か
つ
^
か
彡
で
あ
る
。
辦
ぐ
し
セ
、
政
治
9
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原
理
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れ
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先
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原
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幸
福
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原
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あ
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ょ
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第
：
S

一
四
六

を
希
ひ
、
第
1
1の
原
則
に
ょ
れ
ば
、
.最
大
多
數
の
幸
福
が
政
府
本
來
.
2芷

し

さ

目

的

ど

な

る

。
，
：；
然

る

に

總

べ

て

の

政 

莳
の
實
際
上
の
目
的
は
治
者
の
最
大
幸
福
^
あ
る
>

故
に
>
.全
問
題
は
治
者
^
被
治
者v

j

の
：利

害

關

係

を

同

一

な

ら

•
 

-
A

め
る
.て
^
k
ょ
つ
て
、
：.
乙
の
ー
ー
個
の
目
的
を
ー
致
せ
し
め
る
に
存
す
.る
0
:て
の
：目

的

を

達

ず

る

爲

め

^
は
、
政
治 

は
總
べ
て
の
人
の
手
^
歸
せ
ち
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
最
大
多
數
の
：最
大
幸
福
な
る
疋
し
&
目
的
は
民
主
主
義
^
ょ 

つ
て
達
せ
ら
れ
る
の
で
あ
るc

註
三
0
0

胜
三
八 

Leslie Stephen, op.: 

c

r

pp.,

.
200
2
-
200
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看
.

。へV

ナ
ム
.
.が
政
治
上
の
問
題
を
論
じ
始
め
た
時
、恰
も「

自
然
權」

論
が
中
心
思
想
ど
な
つ
て
居
气
フ
ラ
ン
ス
に
於 

け
る
革
命
派
は
.乙
れ
.を
其
の
主
張
'の
根
_

ミ
じ
、
ァ
メ
ジ
力
は
同
じ
菽
礎
の
上
^
獨
立
を
宣
言
し
た
。
當
時
英
吉
利 

に
於
け
る
乙
の
學
說
の
忠
實
な
.る
主
張
者
ビ
し
て
は
、
ぺ
工
シ
、
.
.ゴ
ッ
ド
ヰ
ン
が
あ
る
0
べ
ン
サ
^
は
極
め
て
銳
く

 ̂

の
自
然
權
論
.を
駿
擊
す
る
。
：彼
れ
に
從
へ
ば
、自
然
權
な
る
も
^
唪

無

- *
味
.

」

で
あ
る
。
自
然
法
.、自
然
權
S
稱
せ
ら 

る

、
も
の
は
，事
實
上
存
在
し
な
い
。
こ
の
ニ
者
ば「
擬
制
V
J
®
#
J
R

す
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
權
な
る
敎
理
は 

事
實
の
叙
述
ど
論
理
上
.の
法
則V」

を

混

同

し

て

居

る

。

總

べ

て

の

政

治

學

說

は

、
論

理

ど

同

樣

、
事

實

を

茈

礎

(£
:
し

な 

け
れ
ば
な
らg

。

政
治
に
關
す
る
合
理
的
な
る
理
論
は
、
疑
も
な
く
、
平
等
、
不
平
等
^
對
す
る
理
由
を
與
へ
て
は 

，な
ら
g

o
總

ベ
て
.の

人

が

.平

等

で

あ

つ

た

、

若

し

く

は

あ

ら

ね

ば

^
ら

謂

：ふ
箴
言
ょ
ぅ
出
發
し
て
任
意
な
る
差 

別
U
あ
6
得
なS

ど
い
ふ
確
信
に
達
し
て
ゐ
る
。
併
し
乍
ら
、
乙
の
所
謂
拒
.否
し
#
ざ
る
論
理
上
の
法
則
が
事
實
上
.

R
於
け
：る
人
間
の
平
等
を
證
明
せ
ん
ど
す
る
ビ

さ

、
そ
t

k
未
決
の
問
題
を
.論

據v
j

す
る
の
速
斷
が
行
は
れ
て
居
る
。

^

v
;;
f

^
:(
c
從
ベ
H:
-

. 

.
:A
間
の
權
利
は
自
然
的
で
は
な
.ベ

、
‘
.
.
.

法
律
に
J

つ
.
て

附

與

：：せ

ら

れ

る

：冬

の

：
で

&:
る
o 
.
而

し
て

法
律
の
價
値
は
t
れ
&
身
功
利
k
在

る

，
が

故

；

^
、
自
然
權
の
理
論
は
功
利
の
8!
論
に
ょ
つ
て
代
置
せ
ら
れ
る
の
で
あ 

る C
S
1

九〕
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:

■

独
三
.九 

Leslie wtejpllen, op. 

c
i
r
J
p
o
.
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Q
O
Nvo
r'Davidson, op. 

c
l
r

pp. 

72173. 

.
、

.
ベ
ン
サ
ム
は
上
述
の
如
く
最
大
#

f t
の
最
大
幸
福
を
以
て
社
會
偸
理
の
標
識vj

す
る
け
れV」

も
、
其
の
功
利
原
理 

.

の
®
礎

に

個

人

的

快

樂

說

の

，あ

る

こ

V」

は
拒
否
す
る
こV

J

が
出
來
g
o全
然
、社
：會
的
政
治
組
織
は
明
ら
か
に
個
人
の 

集
合
で
あ
る
。
社
會
は
單
な
る
擬
制
體
で
あ
6
、
個
人
は
乙
れ
を
構
成
す
る
成
員
に
す
ぎ
ぬ
.°
從

0
.て
社
會
の
利
®
 

は
、羅
竟
す
る
^
、
ミ
れ
を
構
成
す
る
各
個
人
の
利
益
の
合
計
で
あ
る
。
故
^
各
個
人
の
利
害
を
理
解
す
る
^
ど
な
し 

R
社
會
の
利
锥
を
云
々
す
る
こ
€
は
意
義
が
なS

。

最
大
多
數
の
最
大
幸
福
は
先
づ
個
人
の
幸
福
を
個
別
的
に
認
識 

し
、
こ
れ
を
綜
合
す
る
こV

J
k

ょ
つ
て
到
達
し
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
.一
切
思
惟
の
站
準
は
個
人VJ

個
人
の
快
苦 

V
J
R在
るC

註
四
O

Y
こ
の
意
味
^
於
い
て
彼
ば
明
ら
か
^
個
人
主
義
者
で
あ
つ
た
。

蝕
四
〇

金
子
滕
之
助
氏

「

社
哲
學
也
研
究

」

二
八
四
頁
。

、、ヘ
ン
サ
ム
は
平
等
の
：杣
象
的
理
論
に
反
對
す
る
け
れ
ざ
も
、
を
の
反
對
は
理
論
そ
れ
自
體
R
在
る
の
で
は
な
く
し 

て
、
寧
ろ
.そ
の
演
繹
法
に
對
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
實
、
彼
れ
は
平
等
を
辯
護
す
る
。
彼
れ
k
從
へ
ば
、
平
等
の
原 

縄
は
究
極
の
.も
の
で
.な
く
て
、.
.派
生
的
な
る
も
の
で
.あ
，る
。.
；伞
等
は
幸
福
量
を
增
加
せ
し
む
る
が
故
に
善
で
あ
る
。
 

斯
ィ
て
彼
れ
.は
.謂
■ふ——

「

二
人
が
各
々
千
磅
を
持
つvj

さ
、
.そ
.の1

方
の
五
百
磅
を
：取
0
:て
他
の
一
方
に
加
ぶ
れ 

ば
，、
，受
.く
る
入
の
：富
は
三
分
の
一
增
加
し
て
、.
失

.
ふ

人

の

富

は
二
分一 .

減
少
す
る
。，
從
つ
て
加
'へ
ら
れ
た
る
快
樂
は
.
 

削
減
せ
ら
れ
た
る
富
ょ
>
も
小
さS

の
で
あ
る」

<£
.8

四
ー〕

。
乙
の
故
^
、
例

へ
ば
千
人
の
勞
働
者
か
らV

J.

つ
て
之 
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.第
I

s

一
四
八

•を1
人
の
®
王
の
«-
に
加
ふ
れ
ば
、
眞
鸷
の
幸
福
を
一
方
か
ら
奪
ふ
z
k
K
ょ
つ
て
、
_
に
餾
&
た

感

受

性?:
'

更

に 

:
.
«滿
せ
し
ひ
る
結
果
.

VJ

な
る
。
併
し
乍
ら
1

.幸
福
の
第1

條
件
は
平
等
で
は
な
く
て
安
固
ヤ
あ
る
ど
彼
は
謂
ふ
。
今 

や
'安
闽
を
截
牲
^
し
て
の
み
平
等
は
得
ら
れ
る
。若
し
もI

人
の
財
産
が
を
の
隣
人
の
富
?:
超
過
す
る
ヾ」

&
、何
»#
-
で 

も
奪
は
れ
る
も
の
、/

J
す
れ
ば
、
，安
固
は
全
く
地
を
拂
ふ
こV

J

、
な
，る
。
故
に
若
し
こ
の
ニ
原
理
が
衝
突
ず
る
'、と
き
は
、
 

,平
等
は
直
ち
に
安
固
^
道
を
讓
ら
ね
ば
な
.ら
の
。
蓋
し
安
固
は
第
.
.一
目
的
な
る
が
故
で
あ
る
S

S

C

Q

註
四1

こ
の
句
は
レ
ズ
_リ
ィ
，•
ス
テ
ィ
ブ
シ
に
從
つ
た
。
股

文

(

ボ
ー
リ
ゾ
ダ
編
べ
ゾ
サ
ム
全
集
第
一
卷
三
〇
六
頁
脚
飩〕

ざ
同〖

で
は
な 

t
が
.意
味
は
同
じ
だ
か
ら
で
.あ
る
。

許
四 
ニ 

JLoslie Stephen, op. 

C
F
, 
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3
0
7
.
3
0

00
.

然
ら
ば
、
安
固
^
平
等
^
の
鬪
爭
は
常
に
絕
べ
ざ
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
か
。
然
ら
ず
、V

ゾ
サ
ム
に
從
へ
ば
、「

時
が 

唯

.一'の
調
停
者
で
あ
る
J

S
四
5
。
隆
白
日
な
る
國
R
於
，

S

て
は
、
平
等
‘へ
の
絕
え
ざ
る
進
歩
が
あ
る
。
法
律
が
干
渉
せ 

‘ず
、
獨
‘占
が
維
持
せ
ら
れ
ず
、
商
業
が
制
限
せ
ら
れ
.ず
、
繼
嗣
限
定
が
容
認
3
れ
石
こ
ミ
が
な
け
'れ
ば
、
財
產
は
自 

然
R
散
布
せ
ら
れ
る
で
あ
.ら
ぅ
。
彼
れ
の
比
喩
に
ょ
れ
ば
現
時
に
あ
い
て
封
.建
時
代
に
聳
ベ
た
金
字
塔
は
旣
ド
低
下 

し
成
ひ
は
消
滅
し
去
0
た
ハ
難
四
四〕

ビ
謂
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
べ
ゾ
ナ
ム
は
大
體
S
由
澈
任
主
義
の
信
奉
者
で
あ 

つ
て
、.
.
.
殆
ん
ざ
一
切
の
立
法
は
不
當
で
あ
る
ビ
の
結
論
に
到
達
す
る
。
彼
れ
の
主
要
な
る
原
理
はr

無
爲
な
れ」

VJ

謂 

上
に
在
る
。安

固

<£
自
由
ど
は
產
業
の
要
求
す
.る
總
べ
て
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
こ
の
放
任
主
義
が
功
利
の
原
理
に
從 

つ
て
國
家
干
渉
の
可
能
性
を
常
に
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
か
も
、

ベ
V

す
ム
は
純
粹
な
る
經
濟
問
題
^
おS

 

.

て
似
殆
ん
r
例
外
衣
ズ
國
家
：の
干
渉
を
拒
：否
む
た
。
人
.は
®
己
；の
_利
1
め
最
良
の
翻
斷
者
で
あ
..る
.。商
業
：取

01
|
^
為
け

I
I

!

る
支
酣
.者
^:
^

撒
故
事
» :
^'
»

ず
る
知
.識
&
.漱
れ
る
}

而
€

て
貧
の
#:
*

者
^

秈
#

相

容

れ

^

る

も

岭 

る
'か

ら

、.功

秈

は

贩

則.ビ

し

す

政_

の」

活

動

を

禁

ず.る
ー
で
あ
ら
ぅ

(

註
吗
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: 

K

、”然
ら
ば
、：
彼
の
個
人
主
義
ミ
翁(

の
處
迦
せ
は
如
鍊
に
.し
そ
調
和
各
れ
得
る
.が
ヶ
；

^

の
#
爲
ば
他
人
の
辛
福
^
及
ぼ
す
仑
の
影
響
如
何
k
拘
ら
ず
■、
'先
.づ
彼
れ
自
#
に
琛
大
.幸
^
を
生
ず
，る
.が
如
さ
も
の
ノ 

校
依
づ
て
.決

せ

ら

れ

へ

る

翁

し

、

.
又
後
、
道
徳
論
者
•:-
'
立
：法
家
0
不
斷
の
努
カ
は
自
利
尊
重
め
努
カ
を
犧
牲
^
し
て 

同
情
办
勢
办
を
增
進
：ぜ
し
め
、
而
し
て
1 -
い
：少
»
者
以
對
ず
る
同
情
? :
_
性
^ 'J

V
.

よ
々
多
數
者
^
對

す

る

‘
同

情

を
 

增

進

，
せ

し

め

る

rJ  

w

k在

る 

< 記
.し

、Z
の
一
一
個
の
見
解
を

「

同

情
.も

そ
.の
*

元
.? :
自

利

尊

重R
有

す」

^ ;
稱

じ

て
、
Z 

れ
筝
ー一

者

を
W

和

せ

し

め

よ

ぅe
試

み

て

居

る

ハ

藍S

"

.
往
，四
'
.

3 
ハ
.
.
.

Leslie .stephs,. 

o
p
.
o
i
r

p.: 

3
1

2..

.,

'

併
し
乍
ら
、
レ
、、ス
リ
ィ
•
ス
テ
ィ
ブ
ン
R
從
へ
ば
、

一.個
人
.の
'幸
福
が
全
*
.
の
最
大
幸
福
に
よ
つ
て
增
進
ぜ
ら
れ
る 

乙
ど
を
如
何
^
し
て
確
か
め
得
る
か
。

ベ
P

ム

は

入

聞

の

杇

爲

が

利

己

的

，で

あ

る

か

又

ば

必

ず

し

、も

然

か

ら

ざ

る 

か
の
問
題
を
明
瞭
に
論
ず
る
こ
ビ
が
出
來
な
が
つ
た
。
.彼
れ
は
問
題
を
年
視
し
か
^
。
_

だ
，
自
利
の
.原
：理
は
結
局

R
,あ
い
て
'最
大
幸
福〈

の
原
现VJ.

一
致
す
る
こ
i

事
實
e 

,
し
：ヤ
認
容
す
：る
.
.滿̂
足
し
.て
©
る
ヒ(

課
四
さ
0
:

. 

.

へ
誰
四
七 

Leslie s
t
e
p
h
j
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p
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i

r
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I

十

四

卷

C
N四四
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-租
硪
犠
牲
：說
：

<
功
利
€
義
哲
：學
 

‘き

S

- ,
35
1
0 

.へ
ン
T -
ム
.主
義
の
«

.

«
ニ̂
つ
.の
相
容
れ
爾
さ
原
^
ヵ
.横
つ
.て
居
る
こ
、(1
? :
指
摘
す
.る
も
の
^
又
ァ
.
.レ
.ゥ
ィ
が
あ
_ 

:る
。
_'社

會

诚

：員

の

利

密

は

、

,
,立
，法

者

の

千

涉

を

俟

ぅ

て

：
始

め

て

之

を

人

爲

的

^

1
致

せ

し

め

得

るビ
謂
ふ

法

#

哲

學 

、
ど

、
分

業

せ

：交

換
W

J C
依
て
自
發
的
は1

■致
す
る
.ミ
い
ぶ
經
濟
哲
學
ミ
は
、：
論
a
上
矛
盾
す
る
を
い
.ふ
め
で
あ
る
。

'「

ベ
ン
サ
ム
主
義
漭
の
：法
律
哲
學
ど
經
濟
哲
學VJ

が
.各
*
其
.の
®
礎
：

VJ

す
る
一
.一

個

の

原

理

は

相

互

矛
盾
す
る
も
の
で 

あ

：る

で.べ
ン
，ナ
ム
0
ょ
れ
ば
、：
自
然
法
は
形
容
的
表
.現

で

あ

々

、
へ

比

喻

で

あ

々

、

擬

制

で

あ

る

0
併
し
乍
ら
、
ベ
ン 

ナ

ム
主
義
者
の
經
濟
學
R
於
け
る
硏
究
對
象
は
自
然
法
で
あ
る
。
彼
れ
等
は
自
然
法
を
も
つ
て
、
總
べ
て
の
人
間
に 

.，共

.通
な
.る
傾
向
k
ょ
6
結
合
•せ
ら
れ
る
，1''

般
'的
事
實一

-是
は
物
理
的
性
質
?:
有
す
る
も
の
で
あ
る
が——

VJ

解
す 

.

.る
の
..み
な
ら
ず
、
明
ら
か
に
調
和
の
原
理
、
IE
義
仁
愛
，の
法
則VJ

做
す
の
傾
向
が
あ
る
：。
：

：

法

律

哲

學

者

べ
ン
ナ 

ム
k
從
へ
ば
、
自
*
の
现
念
は
科
學
的
，正
输
性
な
さ
一
般
性
で
あ

る

.
。

即

ち
社
會
科
學
は
、
法
則
の
學
た
る
限
り
、
 

拘
束
の
科
學
で
あ
る
。
然
か
も
自
由
へ
の
敬
慕
、
：一

切
拘
束
の
廢
除
ば
、
反
之
、
經
濟
學
渚
べ
ゾ
^-
ム
の
最
初
^
し 

.て
最
後
の
言
葉
で
あ
.つ
た
。
故
に
、
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
に
は
唯
だ
斯
く
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
か
.
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の1

一
個
の
.原
卵
•は
興
れ
る
領
域
に
適
用
さ

れr

且
つ
人
工
的
纪
利
益
^:
'
一
致
せ
し
め
る
の
原
理

は
法
律

學
の
眞
厭
理 

、で
あ
^V、

利
益
の
自
然
的
一
致
の
原
理
は
經
濟
學
の
眞
原
理
で
あ
る」

べ
ン
ナ
ム
が
異
れ
る
ニ
個
の
源
泉
釔
法 

律
的
及
び
經
濟
的
现
念
.に
求
め
た
ど

(!
:
は
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
こ
、
^
、
同

一

臆
說
內
R
矛
盾
せ
る
ニ
個
の
M

1 

が
存
在
す
る
乙
V
J
R就
い
て
の
、
勝
れ
，た
.る
歴
史
的
解
釋
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
己
の
歴
史
的
解
釋
は
以
上
の
雛
間
題

{C
對
す
る
論
理
的
解
決V」

は
謂
a
#
ら
れ
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

法
律
學
並
に
經
濟
學
ヒ
謂
ふ
が
如
さ
相
互
^
近
接
せ
る 

VI.

個
の
領
域
の
何
處
に
、
限
界
は
附
ぞ
ら
.れ
る
か
。：

若

し

偶

然

に

1
方
が
他
方
代
歡
出
す
る
8|
..は
、
如
何
：£
£し
て
/
^
り

區
分
.は
設
ら
れ
得
る
か
f:

ベ
.ン
サ
..ム
主
義
k
は
、
解
決
を
要
す
る
根
本
的
な
：名
て
め
難
問
題
が
包
含
さ
れ
て
居
る
し
ど
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筆
者
は
、
：
べ
ン
ナ
ム
主
義
の
論
理
的
解
決
^
就
て
は
前
述
せ
る
ス
テ
ブ
シ
、
ァ
レ
グ
イ
の
結
論
に
服
す
る
。
併
し 

乍
&
、
包
括
的
^

*
釋
す
れ
ば
、
彼
の
法
律
哲
學
は
そ
の
經
濟
哲
學
R
先
行
し
て
ゐ
る
。
前
者
の
意
義
は
後
者
の
そ 

れ
よ
^
も
遙
か
R
重
い
の
で
あ
る
。
ァ
レ
グ
イ
自
ら
謂
ふ
が
如
く
、.
ベ

ン

f
ム
主
義
は
突
然
經
濟
學
者
^
な
っ
た
€ 

: t
ろ
の1

法

. #
:
學
者
R
よ0

.

て
作
ら
れ
る
た
も
み
で
あ
る
S

M

5°
然
か
も
？

乙
の
最
大
多
數
の
最
大
幸
福
は
前
述 

の
如
く
明
ら
か
に
個
人
主
義
た
る
基
礎
の
上
^
立
っ
も
.の
で
あ
る
。
ぺ
ン
ナ
ム
R
從
へ
ば
、
社
會
k
あ
け
る
最
大
多 

數
の
*
大
幸
福
は
個
人
に
於
.け
る
最
大
幸
福
の
總
量
で
あ
气
.然

か

龙

平

等

は

安

固

，に

道

を

讓

る

も

の

，で

あ

る

。

彼 

れ
R
於
.

S

て
は
、
.
.
個
人
め
み
が
實
在
で
あ
っ
て
、
全
體
：は
名
目
^
す
^
ぬ
々
個
人
の
單
な
る
集
合
が
即
^
社
會
で
あ 

る
;°
彼
れ
の
理
論
體
系
の
個
々
の
部
£
間
に
あ
け
.る

論

理

上

の

關

係

が

完

全

な

る

統

，
ー
性

5 :
欠
ぐ
に
狗
ら
ず
、
彼
れ

を
以
て
务
個
.の
，個

人

主

幾

者

ゼ

な

す
.ミ
ミ
は
異
論
の
佘
地
が
な
5
:で
あ
ち
々
。
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0
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主
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哲
學
槪
觀
に
っ
.い
て
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、
充
分
に
參
港
锵
を
渉
獵
す
る
.こ
.
.ミが
.出
來
な
か
：つ
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た
。
，
べ
^
^ ̂
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リ
ン
グ
全
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本
に
よ
っ
た
外
、
レ
ズ
リ
イ
•
ス
テ
イ
ブ
ゾ
、
ソ
ォ
リ
イ
、
デ
ヴ
イ
ド
ソ
ゾ
、
ァ
レ
ゲ
イ
、
小
典
数
，授
r
n -
統
一
派
經
濟
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■'學
ミ
功
利
主
我
哲
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負
ふV

こ
ろ
が
多
い
0
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川
文
中
の
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語
は
小
枭
敫
授
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從
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た
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祖
晚
の
不
納
は
害
惡
な
る
行
爲
で
.あ
る
か
。
確
か
R

然
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ら
ば
何
故
に
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。
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會
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薆
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防
鍵
す
る
た
め
^
は
互
额
の
费
用
を
必
要
ど
ず
る
。
斯
る
.
#用
支
辨
^
要
す
る
經
.費
ぱ
個
人
よ
6
徵
收
せ
ら
れ
る
祖 

稅
k
よ
る
外
は
攻
.い
か
ら
で
あ
る
。
染
し
.て
然
ら
ば
、
'
ミ
れ
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が
國
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全
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た

め

受

ガ

取

4

猶
の
利
益
ゼ
.見
.做
3
る
べ
き
で
あ
る
。M

の
徵
收
せ
ら
れ
た
る

租
税
が
そ
の
目
的
に
使
用 

せ
名
れ
耨
(-
§
前
: ^
: >
^

, |
:
受
鈉
使
用
す
べ
&
遍
.奶
身
ス
^

妒
_

せ
ね
：ば

な

ら

ぬ

。
3
て

、
こ
.れ

等

の

人

々

が

祖

稅 

を
受
納
も
允
义
後
爾
腐
^

; ^
目
的
^
使

用

す

る

な

ら

, «
;
:
.
‘
そ
れ
は
刹
益
で
あ
ら
ぅ
が
、：
そ
の
隹
的
^
添
は
な
け
れ
ば 

墙
溺
ヤ
あ
る
;,
0

哪
也
作
4
、：
^ .
れ
を
受
納
し
て
も
を
の
適
常
难
石
自
钠
处
使
用
^
れ
攻
い
"場
合
が
あ
#
得
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。
、
け
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序
姻
な
3
康
看
i c
は
斯
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の
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上
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;°今
日
極
め
^

*
序

の

、紊

亂

せ

る

國
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於

い
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^
次

も

、
：：；
祖.
の
最
大
部
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は
を
の
目
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に
從
つ
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使
用
せ
ら
れ
て
居
る
:0
救

吡

か

く
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用
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ら
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ざ
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賀
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け
奶
淞
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«
观
不
納
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有
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な
る
珩
爲
で
あ
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。
：
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し

濟

顧

に

總

べ
^
の
姐
溉
納
付
が
中
止
.せ
ら
办
る
.，
 

农
ら
ば
' 
も
^
や
犯
韻
の
猶
持
も
、
.外
敵
よ
^
.め
振
看
必
防
護
^
確
务
- ^
無
激
ヒ
^

^
で

あ

ら

ぅ

？

又.
2の
<傲

^

、
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■
內
欠
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:

て
は
弱
者
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观
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の
た
尚
k
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々

な

力

方
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光

ら

れ

、
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彼
れ
は
生
活
必
要
费
^
課
税
1 \
る
の
不
正
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不
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を
論
じ
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斯
う
謂
つ
て
居
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ら
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^
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に
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す
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裕
V
C
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へ
：
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活

必
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費
^
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稅
す
る
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、
询
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困
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«
、
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滅
そ
机
自
體
に
名
へ
«
べ
，
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あ

ら
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ゾ
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の
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治
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に
於
妙
る
無
爲
論
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論
理
上
彼
?:
し

て
*
稅
狻
麇
說
^
導
い

た

0
然
か
も
彼
れ
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如
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說
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す
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し
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に
リ
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オ
に
於
け
る
租
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ス
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け
る
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の
根
本
见
想
が
其
の
形
而
上
學
的
樂
.天
觀
^
在
る
^

^
は
多
く
の
學
象
の
指
摘
す
る
^
と
ろ
で
あ
る
。
世 

界
は
世
界
以
上
世
，界
以
外
^
存
す
る
神
の
創
造
す
る
ビ
乙
ろ
で
あ
っ
で
、

|
度
神
に
侬
つ
て
與
へ
ら
れ
た
.る
法
則
に 

® ;
ふ
。
.然
る
^
偉
大
な
.る
仁
愛
全
智
の
實
在
は
其
の
被
創
造
物
の
完
成
幸
福
を
實
現
せ
ん
ど
の
志
を
以
て
世
界
を
創 

造
し
、
又
諸
法
則
ビ
秧
序
^
を
定
め
た
。
：即
ち
神
は
乙
办
世
界
を
し
て
す
べ
て
‘の
^
き

最

大

可

能

量

の

幸

福

^

導

か 

んVJ

す
る
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
等
の
諸
法
測
諸
秩
序
が
、

ス
ミ
ス
k

從
へ
ば
、
自
然
的
ど
稱
せ
ら
る

、
も
の
で
あ
つ 

て
、
學
問
的
思
索
の
目
的
は
こ
の
自
然
的
本
質
の
認
識
^
あ
る
。
乙
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
ス
ミ
ス
は
人
間
の
§'

.然
的
本
質
の
研
究
、
そ
の
自
然
的
衝
的
の
分
析
ょ
ぅ
出
發
し
、
而
し
て
全
智
の
神
は
人
間
に
自
利VJ

仁

愛

^

の
本

能 

•
を
賦
與
し
、
此
れ
等
本
能
の
變
動
を
適
宜
な
ら
し
む
る
た
め
に
同
情
の
感
情
を
與
へ
たV

J

の
結
論
に
到
達
し
た
。
而 

.し
，て
斯
く
の
如
さ
天
賦
の
性
質
を
も
つ
イ
生
れ
た
る
人
間
は
、
.
.單
^
其

の

自

然

的

衝

働

，の

.發

動
^
從

ふ

乙

ヒ

に

.ょ
っ 

て
■.
せ

ず

し

て

自

己
1
身
の
幸
福
ど
共
に
全
體
.の
維
持
完
成
幸
福
5:
促
進
す
る
ど
謂
ふ
.の
で
あ
る
8
五
5
0

.へ
：：
| 1
:
五
六
小
鹿
敬
授
フ
ァ
ダ
令
ス

1

.の
_
論
經
濟
；學
槪
論
：

」
(

本
誌
第
十
七
卷
.七
狨)
1 

I
V
七
丨1

ニ
：

1

頁
參
看
。
.

;斯
く
の
如
4
自
然
的
調
和
谅
*

»
視
象
ギ
為
ぃ
^
ネ

；現

れ

，
名-<
>
彼

;^
に

，.1

.べ

ぽ

社

會:1
構

成

す

.る

各

個

人

が

自

然

k
ょC

V

て
.與

~
ら
れ
た
る
性
向
I

彼
れ
の
生
活
を
.改
善
せ
んV」

す
る
努
力
ま
た
は
自
利
心

-
-
に
從
っV

.

活
動

し
、
他
.の
同
じ
く
m

由
な
る
活
動
を
妨
げH

-

る限をは爻た全

#
.會
.の
刹
益
を
增
進
す
.石
の
で
あ
る
。
各
人
が 

a

己

.の

狀

態

を

改

善

せ

ん

€

す
る
自
然
的
努
力
は
自
由
€

安
全
ど
?:

以
て
乙

れ
を
行
.ふ
乙

S

を
許
^

れ

.て

居

各

場

合 

k

は
、
甚
だ
有
力
な
る

原
理
で
あ
っ
て
、
獨
6

乙
れ
の
み
で
何
等
の
助
力
：な
く
ど
も
、
單
R

社
會
を
富
ど
繁
榮
ヾ」

に 

導
き
得
る
の
み
な
ら
ず
、.
ま
だ
愚
劣
な
る
人
爲
の
法
律
^

ょ
っ
て
そ
の
作
用
を
佘
ぅ
^

屢

-
妨
げ
る
障
碍
に
打
ち
克 

っ
乙
ど
が
出
來
る
。
'獎
勵
.ま
た
は
制
限
の
す
べ
て
の
制
度
が
完
全
に
ー
掃
せ
ら
る
れ
ば
、
明
白
^
し
て
简
單
な
る
自 

然
的
自
由
の
制
度
が
樹
立
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
g

3L

さ
。

：
/

:

:
併

し

乍

ら

、.ス
ミ
ス
に
於
け
る
個
入
^

; &
由
の
觀
念
に
は
、
疋
_

の
'法
則
^
從
ふ
&

々
な
る
限
定
語
が
加
人
ら
れ 

て
居
る
。
.
蔽
に
國
象
存
立
の
余
地
が
あ
る
',
0
旣
^
國
家
存
立
：の
余
地
が
あ
る
ざ
ず
れ
ば
、
も
の
職
能
は
如
何
。

ス
三 

ス
R
從
へ
ば
、
固
家
の
職
能
は
C

C
國
防
.

C
1

D

司
法C

三
}
警
察
行
政
の
一
一
s

k
限

ら

れ

る

。
：
：即 

的
自
由
の
制
度
^
ょ
れ
ば
>
.裳
主
は
た
1

ニ
個
の
任
務
を
有
す
る
^
す
ぎ
ぬ
。.
'乙
：の
任
務
：は
重
大
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
 

通
常
の
现
智
? :
有
す
る
も
の
に
は
簡
明
に
理
解
さ
れ
#
る
も
.の
で
あ
る
。
即
ち
第
一
は
社
會
5 :
他

：
の

獨

立

.
せ

る

$[
會 

の

暴

力

，ミ

侵

略K
か

ら

防

護

す

る

：
の
：義

務

、
：：；
第

一

一

は

出

來

得

る

限

ぅ

社

會

の

各

員

を

社

會

の

他

の

各

員

S

不
正
義
又 

は
®
迫
か
ち
保
護
す
べ
き
義
務
、
換
言
す
れ
ば
，
IE
義
の
嚴
密
な
る
行
政
を
：確
泣
す
る
の
義
務
，
而
し
で
第
三
.は

乙 

n
; t
設
立
七
維
持
す
る
：こ
ざ
が
個
人
又
；は
少
數
の
個
人
の
利
益
^
る

之

(£
:
を

得

《

い
：あ

る

種

の

：：公
.共

事

業

及

び

あ

る 

種
の
公
共
：的
施
設
を
設
立
し
維
持
す
る
の
義
務
で
あ
る
。
：

註
五
七
如
田
'敎
授「

自
由
主
義
の
國
家
觀J 
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^

倒象
：：

の
義
.務
が
、
：國
防
、

司
法
、
«
察
行
政
.に
あ
.る
な
ら
ば
、
國
家
は
斯
る
任
務
の
遂
行
に
必
ず
や一

定
の 

收
入
%
必
要
ミ
す
る
..で

あ

ち

？

。
：
今

問

題

K

するめ諫稅ば斯る震調達の

.

】

こ
方
法
で
あ
る
';
:0

: 

V 

:
.

:
.:
.ス
ぼ
ヌ
ほ
冬
の
_
胄
罾
中
^

^
け
^

租
^

_
の
«

13
化
廁
知
の
四
原
則
を
*
べ
て
居
る
。：.第

‘一
、
し
各
國
：の
：國

民

は 

各
人
の
能
力
、，
詳
言
す
れ
ぼ
ノ
國
家
锯
護
の
下
^
各
人
の
享
受
ず
る
收
入
^
此
例
し
尤
出
來
得
る
限
り
政
府
を
維
持 

ず
洛
た
め
に
供
與
す
べ
さ
も
の
で
あ
る
;0
第
a
、各
個
.入
.
.の
.納
付
す
ベ
'き
a
稅
.は
：確
實
で
あ
：&
ね

ぼ

な

ら

ぬ

。

第
一
：
一
一
、 

租
稅
は
己
れ
を
支
拂
^
納
桃
者
仗
ぞ
つ
，て

最

; %
便
利
な
る
時
期
、
：：方
法
に
ょ
つ
て
徵
收
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
四
、
：
. 

观
稅
は
其
$
.
.
國
凍
宄
齎
3
れ
る
涂
额
5 :
超
遍
し
^
.
'國

庫

. 0
:財
囊
^
澈
い
七
奪
4
金
額
を
出
來
る
欠
妙
寡
少
な
ら
し 

め
^
や
ぅ
k
徵
收
3
れ
る
乙

^
が
必
要
で
あ
"る
1

3 £
八
:-
财
政
學
^

第
一
の
原
則
はr

平
等
の
.原
則
^
第
二
は「

確 

實

' 0
原
則」

、
第
三
は「

便
宜
0
原
.則」

、
第

四

；は
「

最

小

費

め

原

則

」

&

そ

れ
.ぞ

れ

稱

せ

ら

れ.，
.;
1
:ね
る
0
併

し

. ^
ら
、第
ニ 

以
^

は
、：'
小>

<
ど
も
課
稅
の
根
本
原
理
^
は
な
ら
ぬ
。
祖
稅
徵
收
の
便
宜
^
關
す
る
税
務
上
の
標
準
に
す
ぎ
な
い
。 

從
つ
て
吾
々
の
理
論
的
考
燊
は
® :
ら
第
一
:
.の
原
則
に
限
ら
れ
る
必
で
あ
る
。

.
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五
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Smith, 
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.. 

,

:
ス
..ミ
ス
R
從
へ
ば
、「

國
家
經
費
の
人
民
^
對
す
る
.關
係
'は
恰
も
.大
地
主
：が
.共
同
小
作
人
を
し
て
.土
地
‘
に

對

し

て

有 

す
る
各
人
の
利
益
.
R;t
し
て
土
跑
管
理
の
费
用
を
分
擔
せ
し
め
る
に
等
し
s
o
こ
の
原
則
の
遵
守
3
れ
るVJ.

違
背
S
: 

れ
る
で
に
.ょo

て
、
.或
a
は
租
税
.の
公
.平
ぐ
し
顧
ひ
.、
或
ひ
は
租
.稅
の
不

公

平

謂
ふ
差
•別
を
^
ず
る
も
の
で
あ
る(

註

芘

九

ン
0

乂

ぺ

- 

.

. 

,
-
v
:
 ̂

'

■

,
註
艽
.九

-S3
i
?

 

o
p
‘ 

cit

こ vol. 

IT, p. 

3
MP,

ス
.、、、
ス
は
右
の
四
原
則
を
論
述
し
た
る
後
、そ
の
各
種
租
税
に
對
す
る
適
用
ぐ」

考
察
し
代
。
ス
ミ
ス
に
由
れ
ば
、個 

人
收
入
の
源
泉
は
結
周
地
代
、
利
潤
、
及
び
勞
銀
に
布
ふ
。
從
つ
て
备
稀
祖
‘税
は
一
、
地
代
：
.ニ
、
利

潤

三

.、
勞 

0 

四
、
.以
上
三
種
の
總
'體
.
か
ら
得
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
被
れ
は
旣
に「

國
富
論」

第
一
篇
第
六
章
^
次
の
如
く
述 

ベ
て
わ
る
。-
日
く「

何
れ
の
財
貨
も
其
の
全
價
格
は
結
局
地
代
勞
鈒
利
潤
.の
一
乃
至
全
部
に
分
解
さ
れ
ざ
る
を
得
な

K

.蓋
し
其
の
價
格
中
ょ
ぅ
土
地
の
地
代
を
支
拂
ひ
、
且
つ
其
の
產
出
加
工
及
び
市
場
へ
.の
搬
出
に
使
用
せ
る
勞
働 

全
部
の
價
格
を
支
拂
つ
て
猶
ほ
殘
れ
る
部
分
が
あ
る
な
ら
ば
、
其
は
何
れ
も
必
然
何
人
か
の
利
潤
れ
ら
ざ
る
を
得
な 

い
か
ら
で
あ
る
。
各
財
貨
の
價
格
即
ち
其
の
交
換
價
値
ば
を
れ
ぞ
れ
此
れ
等
三
部
分
.の

一
ユ
又
は
，‘全
.部
に
分
解
3
る 

る
が
故
は
、
各
國
の
勞
働
：.の
年
產
額
.全
部
を
構
成
す
る.1

切
の
財
貨
の
.價
格
も
亦
骢
括
し
て
之
を
觀
れ
ば
、
等
し
X 

同
様
の
三
藤
分
に
分
解
せ
ら
れ
ク
而
^

て
或
ひ
は
勞
働
の
賃
鈒
^
し
て
或
ひ
は
資
本
の
利
潤
^
し
^
將
た
成
ひ
は
土 

地
の
地
代
ど
し
て
、：.國
內
各
種
の
住
民
間
に
配
分
3
れ
ざ
6'
を
得
な
，い
。「

.各

社

會

の

勞

働

火- «
つ

て

年

々

採

集

又

は 

生
產
せ
ら
る
、
物
の
全
部
、
又
は
結
局
こ
れ
ビ
同
1
,物
^
外

な

. &
ざ
る
其
の
價
格
全
部
は
、
斯
く
の
如
く
し
て
先
づ 

最
初
^
該
社
會
各
種
人
員
中
の
：ー
部
の
間
に
分
配
せ
ら
れ
る
。
.;
勞
働
ど
利
澗
せ
地
代
6
は
即
ち
ニ
切
の
交
換
價
値
の 

根
本
的H

1

源
泉
れ
る
^
共
^
、.
又
ー
切
の
收
入
の
根
本
的
1
:
1
1
源
泉
で
あ
る
？
.余
の
收
入
は
何
れ
％
.
結
局
此
れ
等
三
種 

收
入
の
何
れ
か
ょ
办
派
生
せ
る
も
の
で
あ
る」
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第

一
、
地
代
^
對

す
る
課
稅
は
、
.某
の

.評

慎

の

停

滯

的

で
.あ
ぅ
、
.各
.驰

方

に

.於

ぃ

て

行

は

れ

る

土

地

改

良

の

程

度

第
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の
異
る
結
架
ボ
し
て
、
負
#

の
公
平
?:
欠
く M

 

な
，る
o

而
し
て
其
Co
-
* .

接
的
た
る
で
間
接
的
た
るV

J

を
問
は
ず 

結
局
其
從
地
主
に
轉
嫁
す
る
も
.の
で
.あ
る
':
0

:-
第l

j

、：
利
潤
^
對
し
て
課
せ
ら
れ
，る
祖
稅
は
其
の
分
析
簡
單
で
あ
る
o

ス
ミ
ス
は
資
本
か
ら
生
ず
る
利
澗
を
一
一
部 

M

R
區
別
す
る
。
.：1

は
利
乎
を
支
拂
ぶ
部
分
で
あ
气
、
他
は
利
子
支
拂
^
必
要
な
る
^
の
以
上
の
超
過
分
で
あ
る
。 

彼
れ
k
從
へ
.ば
、

Z
の
後
者
^
對
し
て
は
明
ら
か
に
課
稅
し
得
な
い
。
.蓋
し
其
は
資
本
使
用
の
危
險
ど
煩
勞
^
對
す 

る
報
偾
だ
か
ら
で
あ
る
。
.若
し
斯
か
る
.報
償
が
な
け
れ
ば
、
展
傭
者
は
資
本
の
.使
用
を
0

>
け
る
こ
^
が
出
來
ぬ
0
. 

故
^
全
利
澗
に
比
例
し
.て
直
接
課
稅
す
れ
，ば
-
,彼
れ
は
そ
の
利
潤
率
を
引
さ
上
げ
、
又
はA

い
少
き
利
子
を
.支
拂
は 

ざ
る
を
得
^
い
。
而
し
て
若
し
そ
の
：利
调
率
.が
利
子
^
.此
例
し
て
，引
さ
•上
'げ
ら
れ
る
場
合
^
.は
、：
結
局
全
租
稅
は
資 

本
使
用
の
方
法
に
從
0
_て
異
れ
る
.
1
1
:
集

圈

の

人

の

一

方

か

他

方

か

^
轉
嫁
^
れ
る
。’
即
ち
農
業
^
使
用
せ
ら
れ
る
場 

合
^

は
.
、
：
地

代

の

減

少

に

ょ

つ
：て
の
.み
利
潤
率
を
高
：め
'得
る
か
ら
、
結
局
地
主
^
轉
嫁
せ
ら
れ
、
商
業
又
は
製
造
業 

k
使
用
せ
：ら
れ
る
場
合
k

は
、
財
貨
の
價
格
を
高
.
.め
る
乙
ど
^
ょ
0
て
の
み
利
潤
：率
を
引
さ
上
げ
得
る
か
ら
、
其
は 

全
く
消
.費

者

に

轉

嫁

せ

ら

れ

る

，。
：
然

ら

ば

、

利

子

^
對

す

：る

課.税
は
如
何
'°
被

れ

^
從
へ
ば
、
利
子
^
對
す
る
課
税
，
 

は
、
地
代
課
税
の
場
合
ど
等
し
く
、
全
く
其
の
所
有
者
^
轉
嫁
さ
れ
る
も
の
で
あ
.る
。
併
し
乍
ら
、
事
«
上
利
子
ょ 

地
‘代
程
適
當
な
る
課
税
物
件
で
は
な
い
。
第 
ー
^
、
土
地

の
數
量
せ
價

値

£

は

秘

密̂
.

れ̂
得
な
い
け
れ
ざ
も
、
資 

1

4

r

k

M
つ
.て
.は
^
i c
秘
密
で
あ
つ
て
疋
確
に
識
ヶ
得
な
い
し
、
第
ー
ー
に
、
±
地
は
不
動
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
資
本
. 

は
轉
輾
す
る
か
ら
で
：あ
る
。
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す
る
直
接
酿
耽
の
結
果
は
ハ
勞
銀
を
幾
分
租
稅
以
上
^

騰
貴
せ
し
む
る
結
果
ど
な
る
。
而
し
て
こ
の

騰
貴
額
は
商
品 

價
格
の
引
き
上
げ
^

ょ
っ
て

消
費
者
に
0
0
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
農
業
勞
働
の
場
合
は
、
地
代
の
減

少
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つ
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四
、
以
上
は
個
別
的
^

直
接
識
稅
せ
ら
る
、
場
合
で
あ
る
が
、
此
の
外
無
差
別
ー
般
的
^

賦
課
せ
ら
る
、
祖
稅 

が
あ
る
。
：ス
ミ
ス
は
乙
.の
種
祖
稅
を
: K

別
し
て
、
人
頭
税w

消
費
税
ど
の
二
者
ど
し
た
。
彼
れ
は
前
者
の
不
公
平
に 

し
て
奪
斷
的
な
る
の
事
實
を
認
め
る
。
而
し
て
後
者
^

就

S

て
は
、
f

の
對
象
物
件
を
必
需
品
^

奢
侈
品
^

R

區
分 

す
る
。
：必
需
品
に
對
す
る
課
稅
は
當
該
商
品
の
價
格
を
祖
税
以
上
^

騰
貴
せ
し
め
、
其
の
結
果
勞
銀
を
騰
貴
せ
し
め 

る
か
ら
、
勞
銀
R

對
す
る
課
稅v

j

等
し
き
結
果v

j

な
6

、
齋
侈
品
R

對
す
る
課
稅
.は
勞
鈒
の
騰
貴
を
來
た
S

な
い
か 

ら
ノ
結
局
課
稅
3

れ
る
財
貨
の
消
費
者
が
負
擔
す
る
こ
ど
^

な
る
ビ
謂
ふ
S

六
ー
ご
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以
上
の
如
さ
祖
税
理
念
は
能
カ
說
に
歸
せ
ら
る
べ
§
か
、
或
ひ
は
利
益
說
ミ
謂
ふ
べ
§
で
あ
る
か
。
前
述
せ
る
如 

ぐ
：、

ス
ミ
ス
の
說
明
は
明
瞭
を
缺
い
で
房
る
結
果
、
從
來
彼
れ
を
し
て
能
力
、
利
益
兩
說
の
辯
護
者
で
あ
{
、
累
進
、
 

比
例
兩
課
稅
論
を
採
用
す
る
も
の
^
解
せ
ら
れ
來
つ
た
。
彼
れ
.の
說
明
が
必
ず
し
も
前
後一

致
せ
ざ
る
が
故
に
斷
片 

的
文
章
を
持
ち
來
.る
な
ら
ば
、
，事
實
上
そ
の
孰
れ
を
毛
立
證
す
る
こVJ

が
.出
來
る
で
あ
ら
ぅ
。
併
し
乍
ら
、
彼
れ
の 

理
念
の
一
般
的
傾
向
を
精
細
紀
分
析
す
る
な
ら
ば
、
彼
れ
は
大
體
に
於
て
利
益
說
の
主
張
者
で
あ
ぅ
、
比
例
課
稅
の
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支
持
者VJ

謂
は
ざ
る
を
#
な
い
C
.
询
K
彼
れ
は
、「

各
自
の
能
力
R
比
例
し
X 

L
名
謂
ふ
o
,け
れ
，一レも
、
其

はF

國
家 

傑
議
の
下
穴
、
.各
自
の
享
受
す
る
收
入
^
比
例
し
て
供
與
.

」

：す
れ
ば
宜
い
の
で
あ
る
.-
0
か
く
て
能
カ
は
國
家
保
護

 ̂

'對
す
み
展
對
給
付
の
额
^
限
定
せ
ら
れ
る
。
此
の
如
き
は
ス
ミ
ス
R
於
け
る

前
述
の
個
人
的
自
由
主
義
國
家
觀
の
：必 

然
的
歸
結
€
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
.
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に
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..點.に
關
し
ス
、、、

.ス
5:
.以
て
.能
カ
麗
^
做
.す 

.掘
江
傅
士
^
見
解
を
異
に
：す
る
も
の
で
あ
る
0(

堀
江
全
集
第
十
卷
所
嫩「

ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
の
租
税
論
し
五
七
六
丨
五
七
八
页
參
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、ス
ミ
_ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
經
濟
理
論
に
於
け
る
ど
等
し
く
、
：祖
税
理
論
に
おS.

て
後
繼
者
ソ
力
.ノ
ド
ォ
を
も
つ
て
居 

.る
デ
精
神
ヒ
k

於
け
る
べ
イ
ナ
ム
の
孫
リ
カ
ァ
ゝ
ド
ォ
は
特
殊
の
理
論
询
根
據
ょ
ぅ
ス
ミ
ス
の
課
稅
論
を
®
充
し
た
。

■
ス
ミ
メ
^
於
け
る
形
而
上
學
的
樂
天
觀
は
リ
カ
ァ
ド
ォ
^
あ
つ
て
は
.全
く
缺
如
し
て
居
る
け
れ
ど
；も
、其
の
自
由
主 

義
國
家
觀
は
少
く
^
も
次
の
如
き
形
態
^
於
い
て
現
れ
て
居
る
プ
謂
ふ
一
コ
完
全
な
る
自
由
交
易
の
制
度
の
下

 ̂

於
：

S

て
は
、
：各
國
は
自
然
皆
な
其
の
.資
本
^
勞
働
^
を
自
由
^
最
も
有
利
な
る
が
如
さ
用
途
に
捧
げ
る
。
视
の
個
人 

的
利
益
の
追
求
が
ょ
く
全
體
の
全
般
的
福
祉
ど
結
び
付
け
ら
れ
て
居
る
，こ
ど
.は
、
驚
嘆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
勤
勉 

を
刺
戟
す
る
こ
ど
^
依
つ
て
、
そ
れ
は
勞
働
を
最
も
有
效
最
も
經
濟
的
^
分
配
す
る
マ」

同
時
^
、一

*
的
生
產
额
V
J 

增
加
せ
ん
め
る
こ
^

^
依
つ
て
一
，般
的
福
利
を
普
及
せ
し
め
、
.利

害

.ど

交

通<£
の
一
條
の
共
同
紐
帶
を
以
て
全
文
明 

世
界
を
通
'1
:
;て
諸
國
民
を
ー
個
の
普
遍
的
社
會
に
結
合
せ
;^
む
る
も
の
で
あ
る
-
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泉
敎
授
譯
1
紹
濟
學
及
び
課
税
之
原
理
^
岩
波
文
庫)

1

-八
茛
？

.

.斯
か
.备
思
想
の
哲
皐
的
茶
礎
^

功
利
主
藥
に
_

る
こ
ど
は
、
被
れ
が
ベ
：
ゾ
ダ
ム
の
高
弟
れ
る
ジ
工
ム
、ズ
•

三

べ
に 

由
つ
逢
道
德
並
^
.立
法
原
：.理
.緖
論」

の
著
者
を
知
つ
た
事
實
に
ょ
々
明
.白
で
あ
る
。
即
ち
リ
力
ァ
ド
ォ
k

ょ
つ
て
、

功
、利
主
義
哲
學
を
古
典
經
濟
學
€
の
連
擊
が
結
ば
れ
た
ヒ
_
づ

て

耸
5

の
；
課

稅

：
原

理

.は
如
何
。
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委
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取
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の
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あ

つ
て
？
常
に
究
局
其
の
_

の

資

本

か

收

入

か

：：の

何

れ

が

ょ

々

支

拂

は

れ

-6
も
の
で
あ
る
。
:

:1

國
の
年
生
產
物 

が
其
の
#

々
の
.消
費
を
：償
ふ
^
剩
女
あ
る
_

は
：、
.其

Q
資

本

を

增

ず

ミ■
は

れ

、.

：

其

の

年

々

'
の

消

費

が

少

く

も

其

の 

弗

々

の

：生

產̂
ょ
- 0
ゼ
償
は
れ
ざ
.る
時
は
、
.其
め
資
本
? :
:滅

少

せ

；し

あ

を̂

か
或
.ひ
ば
不
生
違
的
消
.费
の
.減
退
か
.化
.ょ
'つ
せ
、
.之

幺

增

：し
得
る
へ
も
の
：で

‘

$

翁

麻
.
§'消

費

が

、̂

0
祖

稞

の•
 

徵

化

ょ̂

'l
:
、
；：、
堦

加

す

る

；
場

合

 
>
.
.
若

し

人

民

：に
.し
^
咨
^
應
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落
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疰
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消
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ち
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磁
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果
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ぅ
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資
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る
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祖
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忆
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凡
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：
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祖

稅

は

か

收
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そ

：
の

何

れ

か

の
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^
落
.ち
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け
れ
.ば
な
裊
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粗
稅
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資
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す
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粗
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太

小

が
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に

必

ず

其
.の
：國

生

產

的
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業

の

夫

小

'を
左
右
す
る
其
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本
金
を
減
少
せ
^

名
■%

得

ぬ
-
又
若
し
^

粗
称
が
收
入
の
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k

落
ち
る
な
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そ
れ
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必
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し

め

^̂

^

，
納
稅
者
女
し
尤
へ
其
め
從
來
の
必
需
品
及
び
聱
澤
品
め
木
生
產
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依
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_
今
リ
ヵ
，
ド
ォ
の
祖
税
論
を
直
接
税V」

間
接
稅
'ビ
に
分
っ
な
ら
ば
、
前
者
に
地
代
利
潤
及
び
勞
鈒
に
對
す
る
課
税 

が
含
ま
れ
、
後
养
^
、
所
得
の
源
泉
^
及
ぶ
目
的
で
課
税
せ
ら
る
、
商
品
、
原
生
產
物
及
び
交
換
行
爲
に
對
す
る
課 

稅
が
包
攝
せ
ら
れ
る
6

六
九
\

是
れ
等
を
順
次
に
檢
®
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。 

, 

「

地
代
に
對
す
る
祖
稅
は
、
獨
6
地
代
に
の
み
影
響
す
る
で
あ
ら
う
。
を
れ
は
全
然
地
主
.の
負
擔
に
歸
し
、
是
を
何 

れ
の
消
費
者
階
級
R
も
轉
嫁
す
る
z

<f
が
出
來
ぬ
で
あ
ら
う」

ハ
註
七
0〕

。
，何

故

に

然

る

か

。

其

の

理

論

的

栽

礎

が

彼 

れ
の
較
差
地
代
論
^
在るは極め

.て
明
瞭
で
あ
る
。
尤
も
.

「

地
代
な
る
語
は
®

く
農
家
♦か
地
主
に
支
拂
ぶ
價
値 

の
全
額
^
適
用
せ
ら
れ
て
居
る
。
其
の
中
の
一
部
分
の
み
.が
嚴
格
に
謂
っ
て
の
地
代
な
の
で
あ
る
。
建
物
及
び
定
着 

物
其
：の
他
地
主
^
侬
っ
て
支
辨
せ
ら
れ
た
出
費
は
、
嚴
格
R
+は
農
場
の
資
本
の
一
部
分
? :
成
す
も
の
で
あ
っ
て
、
若 

し
、
地
主
が
之
を
提
供
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
借
地
人
^
依
っ
て
準
備
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
 

地
代
ば
土
地
の
使
用
に
對
し
て
、
又
獨
う
土
地
の
使
用
^
對
し
て
の
.み
»
主
ぼ
納
附
せ
ら
る
、
金
額
で
あ

る
。
.地
代 

*
る
名
稱
の
下
に
彼
れ
^
.納
附
せ
ら
る
、
其
れ
以
上
の
额
は
、
建
物
其
.の
他
の
使
用
^
對
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
實 

は
地
主
の
資
本
の
利
潤
な
る
も
の
で
あ
る
。
地
代
^
課
稅
す
る
に
當
っ
て
は
土
地
の
使
用
に
對
し
て
支
拂
は
る〜

部 

分
ど
地
主
の
資
本
の
使
用
^
對
し
て
支
拂
る
、
部
分
ビ
は
.區
別
.せ
ら
れ
ぬ
か
ら
、
.祖
秕
の
_ー
 

部
分
は
地
主
の
利
潤
の 

上
^
落
下
す
べ
く
、
從
っ
て
"
原
生
產
物
の
'價
格
が
騰
貴
す
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
耕
作
を
阻
害
す
る
で
あ
ら
う
。
其 

の
使
用
に
對
し
て
全
く
地
代
の
支
拂
は
れ
ぬ
±
地
k
於

て

は

、
一

彼

の

名

稱

'
の

卞

K

地
主
に
、
其
の
_

㈱
の
使
用
^

對 

し
て
賠
償
が
與
へ
ら
れ
る
こ
ど
も
あ
ら
う
。
，
原
生
產
物
の
賣
價
が一

切
の
通
常
支
出
の
み
な
ら
ず
，
又
此
の
租
稅
な 

る
追
加
支
出
を
偾
ふ
k
.至
る
迄
は
、
斯
か
る
土
地
に
此
：等
の
建
物
は
建
築
せ
ら
れ
ず

、
又
原
生
産
物
も
作
ら
れ
ぬ
で 
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e
も
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ず
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#
.家
の
負
擔
ビ
も
.な
ら
ず
し
て
、

「

原
生
.產
物
消
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者
の
負
擒
k

®
す
る
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で
あ
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一

,

.

」

次
妃
利
潤
代
_
す
る
_
稅
は
、ぃ
其
が
糌
殊
の
階
1
の
利
潤
：に
課
せ
ら
る
、
場
合
^
比
、
.價
格
の
騰
貴
？
な
つ
七
消 

費
.者
^
轍
嫁
せ
ら
る
、
で
^ ，
ら
ぅ
。
綦
し
-]
帽
長
R
對
ず
4
課
桃
瓜
、'
帽
子
の
惙
■
を
、
.靴
に
對
す
る
課
稅
は
、
靴 

の
«
格
を
騰
貴
せ
し
あ
る
で
.あ
ら
ぅ
:9
;
若
し
然
ら
ざ
れ
.ば
、
其
の
稅
ば
結
局
贬
造
者
ビ
ょ
つ
て
支
挪
は
れ
、
製
造
者
：
 

の
利
潤
は
普
通
水
準
钬
下
忆
引
き
下
げ
ら
れ
て
、
«-
造
者
«;
其
.の
業
^
放
藥
^

^
で

あ

ら

ぅ

」

、
か

ら

で

あ

る

。

「

例
へ 

ば
'
帽
子
製
造
者
ゆ
利
潤
に
對
す
る
祖
桃
は
«
子
の
慎
格
?:
騰
貴
ぜ
し
め
る
ャ
そ
れ
.は
、
若
し
も
彼
れ
の
初
潤
は
課 

桃
せ
ら
れ
て 

>
'
:
他
の
產
業
の
刹
潤
は
何
れ
も
課
踩
せ
ら
れ
：な
取
つ
^
な

ら

ば

、

彼

れ

の

利

潤

は

其

の

帽

子

の

«:
格

を 

^1
台
上
げ
ざ
«5
:
'限
$
、.
普
通
利
潤
率
以
下
&
な
る
べ)
く
、
彼
れ
は
其
の
_
を
，去
づ
七
.他
^
赴
く
辔
だ
か
ら
^ ;
あ
る
。

.

m
造
者
の
刹
潤
^ :
の

み

課

税

す

れ_

?

»

- 

其
の
生
產
物
は
騰
貴
ず
.べ
1.
:

- -
い
.ふ

こ
ビ
の
：承

認

：ぜ
：ら

る

、
以

上

.、
又
、
1
1人
の
»
遛
家
の
利
澗
硿
課
秕
ず
れ
ば
，
へ
 

V
1
Mの
商
品
の
價
格
は
爲
め
R
必

ボ

縢

貴

ず

ぺ

し
策

^

ふ

乙

€

の

承

認

せ

らる 
>
.以
上
、
我
々
は
貨
幣
を
供
給
す
る 

鑛
山
が
此
の
國
に
.：在
つ
て
' -
:
'而
し
て
'を

れ

が

課

稅

せ

ら

れ
.ず
0
居
る
.も

0 .
ミ
す
.る
：限

、
凡
て
の
製
造
象
の
：利
澗
は 

課
稅
す
：れ
ば
凡
{

.

の

商

ロ

叫

众

價

格

ー

が

騰

貴

龙

务

窖

た

ビ

：S

上
.こ
ビ
を
、
如
修
に
：
#
ふ
，乙
ど
が
出
勝
^
が
：> 

予
ば
此
へ
(0
1

理

由

を

解̂
ざ
ふ
が
.の
.で
.务
^

。.
.然
る
^:

、
..

貴
幣
若
じ
^
^は
貨
幣
の
標
準
は
、ゲ
潜
外
が
.ら

の

^

_

入

貨

物

で

あ

る

か
 

觀

：
-*
•
切
商
品
の
價
格
が
騰
貴
す
る
i
い
ふ
乙

ビ

は
起
ら
得
*-

い
?

蓋
：

3

斯
が
る
結
果
は
な
貨
幣
量
の
增
加
な
く
し 

ザ
起
る
#

^

又
此
の
增
加
量
.は
：
:
:不
廉
.な
る
商
品
ど
交
換
し
七
は
取
得
す
るM

?

が
出
來
f

の
だ
が
ら
で 

あ
，る

。
；
併

し

斯

：か

る

騰

貴

が

_

6
得
た
.

^
.1
:

て
も
、：.
を
れ
は
外
國
贸
易
に
カ
强
&

影
*

を
與
へ
：る
か
ち
、
永
續
的
の 

も
の
で
ば
：あ
ら
得
ぬ
で
あ
ら
う
。
輸
：入
貨
物
に
對
：し
て
、
.
此
れ
等
の
木
廉
な
る
商
品
を
輸
出
す
る
：ミ
ミ
は
出
來
3
_
?
 

從
，つ
で
我
：々

は

寶

る
乙

ど
を
已
め
て
.％
、'
猶
ほ
窗
ら
く
は
靡
入
を
繼
續
し
て
、
諸
貨
物
の
相
對
價
格
が
略
ぼ
以
前 

ミ
同
'

1

に

な
る
迄
、.
貨
幣
又
は
地
金
を
輸
出
し
な
け
れ
ば
な
：る
*
 S

 

o

予
め
見
る
所
を
以
て
す
れ
ば
::
>

制
规
宜
し
& 

钇
得
た
.る
.•利
调
稅
が
結
局
國
產
並
に
外
國
製
貨
物
を
、
，俱
R
も
の
課
税
以
前
^
於
け
る
ど
同
.，

r

の
貨
幣
價
格
R
復
せ 

.
3め
み
乙
汔
.は
フ
絕
對
的
^
確
.實
な
る
も
の
の
如
ぐ
で
あ
る」
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て
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勞
銀
k

對
す
る
課
桃
を
檢
し
や
う
o

彼
れ
^

從
へ
ば
、r

勞
鈒
R

對
す

る

租
稅
は
、
勞
鈒
.を
騰
貴
せ
し
め
、 

從
つ
て
資
本
利
潤
の
率
を
減
少
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
^

換
言
す
れ
ば
っ
勞
鈒
に
對
す
る
祖
稅
^
は
广
勞
働
備
主
の
外 

ば
資
本
所
有
者
ネ
地
主
も
、：，他
の
何
れ
.の
'階
級
も
貢
献
せ
ぬ
：で
あ
ら
う
。
勞
鈒
R
對
す
る
租
稅
は
、
全
然
利
澗
に
對 

す
を
租
税
^
る
^
の
で
あ
ゃ
。'
必
需
品
に
對
す
る
租
税
は
> 

一.部
分
利
潤
論
す
る
租
税
た
み
:'::ー〗

部
分
富
有
な
る 

消
費
者
^
對
ず
る
租
：稅
：た
る
も
の
で
あ
る
;■ 
°さ
れ
ば
、
此
.の
.種
，
の

租

稅

の

爲

め
.に
起
.る
究
局
の
結
果
は
、
利
澗
に
對 

す
る
直
接
桃
の
.，.爲
め
た
起
る
も
の
ど
3H
し
く
同
一
な
る
も
の
で
あ
るj 

S
セ
3
0
'其
の
理
由
が
、
リ
カ
ア
ド
ォ
k
於 
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一
六
六

.け
る
勞
銀
法
莽
費
說
ビ
勞
銀
及
び
利
潤
の
關
.係
ど
ょ
6
凝
_
せ
ら
る
：、

は
勿
論
で
あ
る
。

'し
能
ヒ
三
^

^-
ぢ

贫

名

を

^

“̂
吕
小
崴
敎
授
前
揭
譯
本
ニ
の
六
頁

^
^
 ̂

1
1
9
.
1
2
0

參
看
0

:
以

上
.ば

直

接

稅

の

轉

嫁

論

で
.あ
る
が
、
'進
ん
.で
間
接
稅
の
ニ
H
例

.へ
：
ば

原

生

産

物̂
對
す
る
租
桃
、「

十
分t

稅

地

.

租
'等
の
轉
嫁
を
迪
れ
ば
次
の
如
< -
で
あ
る
0

:
 

:
;
'
ヴ
 

： 

；
 

：

-
.

.第 

ー
.、
^
生
產
物
に
對
す
る
課
稅
は
'

「

そ

の

生

產

費

を

增

加

せ

し

め

、
，
從

つ

て

.原

生

產

物

の

價

格

を

騰

貴

せ

し

め

る
で
あ
ら
う
.。
若
し
も
原
生
產
物
の
價
格
が
铫
作
者
に
租
稅
を
償
ふ
丈
け
^
騰

貴

し

な

か

つ

：
た

な

ら

.ば
、
彼
れ
は
當

然
其
の
利
潤
が
普
通
利
潤
率
以
下
R
引
&
下
げ
ら
れ
た
：產
業
を
去
る
で
あ
ら
う
0
此
の
事
は
.供
給
の
減
少
を
來
た
5

し
め
、
依
然
ミ
し
て
舊
の
如
き
'需
要
が
原
生
産
物
の
價
格
を
騰
貴
せ
し
め
て
、
其
の
耕
作
を
ば
、
他
の
何
れ
の
産
業

に
於
け
る
資
本
の
放
下
^
も
等
し
く
有
利
の
も
の
^
な

ら

し

め

：る
^
至
つ
て
己
む
で
あ
ら
う」

。
從
つ
て「

原
生
產
物

に
對
す
る
租
税
は
、：
地
主
に
依
つ
て
支
拂
は
れ
ず
、
農
業
家
^
依
.つ
て
支
拂
は
れ
ず
し
て
、
價
格
騰
貴
の
形
に
於
い

て
消
費
者
^
依
つ
ー
て
支
拂
は
れ
る
で
あ
ら
う」

。併
し
乍
ら
？
原
生
產
物
が
勞
働
者
の
必
需
品
で
あ
る
場
合
に
は
、
51

に
別
の
結
果
を
生
ず
る
で
あ
ら
う
、
即
ち
賃
銀
を
騰
貴
せ
し
む
る
乙
，？
が
そ
れ
で
あ
る
。「

こ
の
祖
稅
ば
、
そ
の
消
费

者
に
影
響
す
る
限
6

R
於
て
，は
、
平
等
税
で
あ
る
が
、
そ
の
.利
潤
^
影
響
す
る
限
' ^
,に
於
て
は
、
部
分
的
課
税v

な

る
で
あ
ら
う
。：
蓋
し
そ
れ
は
地
主
^
も
公
偾
所
有
者
^
も
作
用
を
.及
ぼ
3
ず
、
.兩
者
俱
^
引
き
續
&

、1

は
以
前
:̂

同
ー
.
.の
貨
幣
地
代
を
ー
は
以
前
ど
同
ー
の
利
子
を
收
得
す
る
喾
だ
か
ら
で
あ
る
.。

さ

れ

ば

、

土

地

の

生

產

物

^

對

す

る
'租
税
は
、
：'次
の
如
：さ
作
用
を
爲
す
で
あ
ら
う
。.
一
、
そ
れ
は
.祖
税
ミ
同
額
丈
け
原
生
產
物
の
價
格
を
高
め
、
從
つ 

て
興
0
消
費
に
达
:!
,し

各

消

費

者

の

一

負

擔

に

_

.す

る

で

あ

ら

，
ア
。

：

二
、
.
.

：

そ

れ

：は

勞

.働

賃

鈒

を

高

め

V
、
利

潤

を

低下
せ
、

し
め
る
：で(

あ
ら
ぅ」

ど(

g
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。
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功

利

主

義

」
(

一

八

六

一

年
雜
誌
論
文
ぎ
し
て
書
か
れ
、

一.八
六
三
年
獨
立
の
著
書
ミ
し
て
刊
行
さ
る
¥

出
版
し
れ
。
今「
自
由
論」

特
k「

功 

利
主
替
に
就
い
て
そ
.の
；思
想
の
大
荽
を
檢
討
し
や
ぅ
。
 

,
「

自
由
論」

の
目
的
は
極
め
'

V
.

簡

明

な

る

：：
一

倜

の

原

理

を

主

_張
す
，る
に
在
る
。
即
ち
、「

人
類
が
、個
人
的
に
或
ひ
は 

集
^
的
^
皮
等
の
中
の
あ
る
も
の
^
於
け
‘る
行
爲
の
自
由
^
于
渉
す
る
場
合
、
保
證
せ
.ら
る
'、

p t
一
 

の
根
據
は
l

t r 

の
そ
れ
^

ビ
謂
ふ
こ
ど
で
あ
る
。…

…

彼
れ
人
身
の
善
は
、
肉
體
的
で
あ
ら
ぅ
ど
も
、
精
神
的
で
あ
ら
ぅ
^

も
、
 

E
分
な
る
保
證
で
は
.な
い
：
の

で

あ

る
J

S

A

l

wV
J
r̂
l章
緖
論
の
中
に
述
べ
て
居
る
。
社
會
的
、政
治
的
進
步
が
大
體 

•固

人

-
の̂

意
取
^

^

力
に
依
存
す
る
の
事
實
を
.確
信
し
r s

る
ミ

グ

は

個
人
の
完
全
*

る

發

展

：を
；求

め
5
個

人

性

.：の絕 

身
的
主
張
者
ビ
し
て
出
齄
し
た
。
併
し
乍
ら
.、
：
今

や

：
ミ
^
は
該
書
^
於
い
て
#

會
的
責
務
を
無
視
す
る
.が
如
さ
無
拘 

衆
の
自
由
を
離
め
なS

S
O

0
。「

思
想
基
日
論
5
の

自

由

に

就

：
い
：
て

」

.'
-
1安
.寧
の
.
一.要
素V」：

しV
.

の
個

性」「

個

人
? :
支 

m
す

る

社

會

權

威

の

限

界

に

就

い

：

て」

、
等

の

數

章

ば

必

ず

し

も

個

人

主

義

的

原

：理
；祀

侬

存

す

る

も

0」

で

は

：
な

‘
い

の

で

るC

註
八
四)

。
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ニ
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利
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學
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八
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-°然

ち

_

、
ル

は

吿

氛

功

刹

由

義

な

義

革

袋

^
如

何

な

る

-
新

擊

ー

署

盛

^

杈

句

籍

义

じ

ポ

功
利
主
，

-

a
嘯
理
が
其
.

.

の
；反
對
原
理
.紀
劣
'る
^
謂
ふ
斷
定
に
對
す
.る
駁
論
S
A

六
：

^

 

v
j

し
て
書
か
れ
た
る「

功
利
主
義」

の

分
析
^
移
.ら

ね

，ば
：ぶ

ち

ぬ

。
''
.
;

丫

.'

ン

^
ぐ
.
"
'

&

 

f
 
0

^

-

*

パ
.:
-
.

tfe

/\-
L
e
s
I
i
e
s
t
e
p
h
s
'
o
p
'
d
t
,
p

.
3

0
0

5
.

.

.ミ
'

ル
：#

先

ヴ
.

r
:

シ

太
.
f

e >
^
^

%

こ
ー
般
的
法
則
の
必

‘要

を

由

要

す

名

。

.

.彼
^

等

は

典̂
.
;、
：
：姻

別

的

行

爲

め

偷

娌

性

は

直

接

的

知

*

の

問

題k
非

ず 

:

し
^

.:
 

•::

法

則
§

個

々

，の

揚

合
^

對

す
.る

應

用

：の
，
問

遇

で

，あ

^

.^

主

張

す:4 ^

;の
^

あ

る
>0
.
锻

れ

等

は.又

、
.大

體

司 

-

偷

理
.法

却
5:

酿

；§
>
9。

け
- n
r

も

、

其

の

；證

明

、

及

.び

を

れ

が*
威
?:

も
，
：つ

に

至

る

源

衆

^

タ
''
-

5

も

の

セ

あ

る

」
(

詁
八
へ
七

)

ど
0
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參

潜

へ'
-

續
3
'

て
：：ミ.十

は

功

利

主

義

ヒ

は

何

ぞ

や

の

問

題

に

答

：
へ
る
。

ミ
ル

.
^

從
.べ
、

&

幸

福

は

快.樂
R
•

し

て

、,
蒂

痛

の：

缺

；如

で

：あ

る

同

樣

に

、
：
不

幸

は

苦

痛

；で

あ

'々

、
快
樂
の
：奪
取
で
あ
る
。「

最
大
幸
福
の

原
理
，k

從

；へ

ば

、

究

局

の

目

的

は

、
、
量

: ^
於
，い
て
.も
、
質
に
於
い
て
も
可
及
的
に
苦
痛
を
少
く
し
、快
樂
を
多
く
す

る

'
.

乙
ど
で
あ
る」

S

八
6

グ

然

か

も

.
、

：

ミ

ル

の

，
行

爲

標

準
2
す

る

幸

福

：の

意

義

は
.

「

行

爲

者
S
身

め

幸

福

で

は
な

く

し

て

.一

切

關

係

者

の

そ

れ

で

あ

る

.

」

。

「

彼

れ

自

#

の

幸

福

せ

他

人

め

：幸

福

？

間

^

往

0

:
て

、

功

利

主

義

は

彼

れ

纪

公

，平

 

K

し

.て

ね

«

な

- 5
傍

觀

者

に

：等

し

き

嚴

格

.尊

る

無

私

め

態

度

ぞ

要

涑

ず

石

。

ナ

ザ

，
レ

め

ィ

：ェ

ス

の

.
垂

訓

k

は

功

利

k

於

け

る

& .
现
‘
の

完

全

：な

：る
« |
.
.神

：が

表

れ

セ

居

る

。
凡

て

：の

人

に

爲

：̂

れ

ん

ど

思

.ふ

乙

ビ

は

、
人

R

も

亦

そ

の

如

く

せ

ょ

, 

ま
.た

己
.の

ご

^

く 
•隣

を

愛

せ

ょ

：

V」

謂

ふ
.の
.は
.功

利

主

義

®

理

の

理

想

的

完

成

を

«

成

す

を

も

の

で

あ

る

し

(

註
八
丸
0
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謂
ふ
^_

「

若

し

も

功
利
主
義
•か
、
偷
理
の
.最
.高

原

則

：？

し

て

，の

神

の

#

示

せ

る
.意
志
を
認
め
な
S
'
W
Mせ
ら
る 

、
な
ら
ば
、
&
ば
斯
ぅ
'答
へ
る>—

^『

神
の
完
全
な
.ふ

« .
^
'智
ミ
5 :
.信
.ず
る
功
利
主
義
者
は
必
ず
.
取
が
输
^
の
诏
題
' 

に
啓
示
せ
ん
^
思
ふ
こ
ビ
の
總
べ
て
.
.が
功
利
の
要
求
を
充
分
に
滿
た
す
^ :
信
ず
る
も
の
で
ぁ
る』

(£」

8

丸
9

。 

ミ
火
功
利
主
義
« ;

.學
の
，檢
嚴
は
猶
ほ
不
充
分
で
ぁ
る
。
け
れ
ざ
も
、
以
下
數
章
R
瓦
つ
て
論
ず
る
ど
^
ろ
も
、
要

す
る
^

觀
念
櫛
合
主
義
者
^

於
.け
.る
功
#

^

冬
が
_故
に(

註
，

ブ

直

ぢ̂
移
つ
七
令
の
祖
税
論
彡
の
^
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‘

:

ミ
.V

に
.從
ベ
ば
'、
_
家
機
能
.の
合
»
飯
^
關
レ
で
改
曾

1:
;

真
論
の(

多
.い
ビ
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
併
し
乍
ら
、
今
日
、
 

等
し
く
間
避
ミ
な
る
办
は
、
國
家
.錄

威

於

人

間

事

實&
如

何

贫

を

部

門&

尿

ぷ

：
べ

き

か

で

^

芩
 

虼
是
認
枣
ら
れ
^
る
國
家
，機

能

办

道

屹

於

^
て
\ >
'
_象

^
行
爲
が
如
.何
智
^

ば
な』

ぬ
'?
:
:シ
の
目
的
? :
'
:達

す

を

化

め.
£
、
.
_
^

乾

ぽ

、
»
象

%

8

^^ :
不

可

分
^ ,
關
^

^
* ;
^
機

能

览
^
ぅ

、
娘

者

破
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が

作

用

す.べ
.
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第rr

十
西

卷

S
六

八)

％
賴
犧
恢
說
过
啟
利
主
義
ぎ
學 

鉻

三

號

一

七

跺

.餘

地

あ

る'機

能

で

あ

る

：。
.ミ

ル

は

先

づ

國

象

が

ぞ

め

必

要

ピ

し

て

是

認

普

ら

れ

位

を

機

能

を

遂

行

す

る

態

檨

ょ

’
ゥ
生 

ず
る
經
濟
的
結
果
^
考
察
し
、
續S

で
«

«
の
«
能
^
屬
す
る
.國

家

的

干

：渉5 :
_考

究

し
：
、
.
*後
に 

> 國
象
干
涉
が
.實 

際
上
.適

當

で^-
る

が

知

任

意

機

熊

の

場

合

が

あ

る

，
か

.

W

ラ
か
.、，.
.
.
若
.1 >
あ
6
 vj

す
れ
ば
如
.何
^
る
.% '
'
の
で
あ
.る
か
? : 

C T
究
し
て
居
る
0
而
し
て
、〗

彼
れ
は
^
國
家
.が
ぢ
の
；存
.立
‘：の
：條
件
た
.：る
：收
：入
? :
:得
る
.た
め
代
採
用
す
る
丰
段
即
ち
、
祖 

稅
の
现
論
を
、
前
述
の
％
要
な
る
機
能
の
第
.1.

に
あ
げ
て
居
.る
.
S
.九
.
.
f

し

'
-驻
，九 
二
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p
r
i
n
c
i
p
l
e
s

'of

 

p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

E
d
i
t
e
d

 

b
y

 

A
s
h
l
e
y
,

 

p
p
.

 

7
9
5
-

000
1

ミ
ル
は
仑
の
課
税
原
现
に
於
い
て
ス
ミ
ス
の
，四
原
則
を
そ
の
ま
.ゝ

襲
踏
し
、
而
し
て
そ
の
第
二
原
則
を
功
利
主
義 

ビ
結
び
つ
け
る
乙
ど
^
ょ
つ
て
、
i

明
確
な
ら
し
め
て
居
る
o
ミ
,
k
從

へ

ば

、

第

一

一

以

下

の

原

則

は

特

殊

の

祖 

稅
R
關
す
る
問
題
で
あ
つ
て
原
理
論
^
は
な
ら
ぬ
。
課
税
の
平
等
を
主
張
す
.る
第
一
原
則
の
み
が
充
分
な
る
檢
®
を 

要
求
す
る
も
の
で
あ
る
C
P九
三)

.'
,
.

.tf
e

^

H-H
S
.
M
i
l
l
,
i
b
i
d
.
,
p
,
s

9
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:
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:

「

平
等
：は
何
故
に
課
稅
の
原
理
た
る
ベ
き
か
。.
其
は
&
释
一
般
k
於

lr:

て
'爾
か
あ：

る
；ベ
さ
が
故
で
あ
る
。#

入
に
對 

し
て
平
等
な
る
壓
迫
を
與
ぶ
る
た
め
ド
は
、
全
體
ド
對
^
て
最
小
.の

犧

牲

を

生

、ず

る

が

：如

さ

：方

法

を

採

ら

は

忒

な

ら 

ぬ
。
己
の
故
坨
政
治
の
原
則
た
る
課
稅
の
平
等
は
犧
牲
の
平
等
を
意
味
す
る」

，

斯
く
の
如
く
平
等
鶴
牲
の
原
則
を
確
立
し
た
る
双
、
彼
れ
は
金
錢
R
ょ
る
等
し
き
率
の
貢
献
が
事
實
上
犧
性
の
平 

等
を
意
味
す
る
や
.否
や
を
檢
討
す
る
。#
れ

は

、
勺
乙
の
：問

題

は

1
し

て

最

善

：の

考

察

を

.經

た

各 

、ら

れ

得

.̂
-租
.称
.
生̂
敌
，.必
.赛

.[
/
1に
椟
入
す
る
が
如
さ
風
耽
、'ど
ヒ
.處
別
す
る」

乙
ビ
^

£

依
0
,
'
.
で

問

題

：ば

解

资

：

§-
れ
-̂
-
.
5
:

郎

ぢ
4
'シ
：
ナ

」

ム

化

觀0
文
^
生
'活

必

费

費.額
に
對
す
る
.免

税

を

主

張

す

：令

 

ど

0
免

秘

額

は

生 

:命
健
康
の
た
：.め
.
^
,必
要
.で
.あ
>

、.
肉
體
咐
苦
痛
ょ
ダ
免
れ
.得
る
％
如
さ
所
得
額
以
^
に
の
.ぼ
る
：己

ビ

を

許

さ

れ2
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.

0
Z
き
ル
を
以
て
平
等
犧
牲
說
の
創
始
者
を
す
る
け
れ
ざ
も
、
事
實
は
そ
ぅ
で
な
n

r r
く
の
如
&
錯
誤
は
財
政 

學
史
に
關
す
る
悲
し
さ
無
智
に
®
因
す
る
も
の
で
あ
る
Q
併
し
乍
ら
、
ミV

は
之
の
平
等
鶴
牲
の
原
理
か
ら
累
退
稅 

の
結
論
を
柚
出
し
た
最
初
の
も
の
で
あつ

..

た
8

九
五)

。
即
t

.ダ
は
こ
の
原
理
ょ
6
出
發
す
れ
ば
：累
進
稅
^
到
達
し 

得
ざ
る
の
理
曲
を
認
め
て
、
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
.。

「

英
國
及
び
大
陸
に
於S

て
、國
家
が
課
税
を
用
具
€
し
：て
富
の
不
平
等
を
緩
和
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ヾ」

の
明
白
な 

理
由
の
も
s

k
、
紫
進
稅
が
主
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
予
は
乙
れ
等
の
不
平
等
を
減
少
，す
る
た
め
^
斯
が
る
手
段
が
採 

ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ビ
を
人
ど
共
^
希
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
勤
勉
な
る
者
^
犧
牲
に
し
で
怠
惰
な
る
も
の
を
救
濟
す 

る
こ
.ビ
を
望
^
ぬ
も
.の
で
あ
る」

(

註
九
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.
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註
九
六.7. s. 

M
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ibid., 

P
.00
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而
し
て
、
三
ル
：k
於
け
る
平
等
犠
牲
の
正
し
き
意
義
か
ら
謂
つ
て
、
課
稅
比
例
の
標
準
が
を
の
所
有
す
る
ヒ
乙
ろ
の 

も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
消
費
し
得
る
も
の
^
在
る
t

v
は
、
彼
れ
自
ら
言
明
す
るW

 >  

Vろ
で
あ
る(

註
.丸
セ〕
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十
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卷

(

四「

七
：0
ワ

租

_

證

說

す

功

利

ま

義

#
學
：
 

第
三

號

I'

七
：
六

:平
等
0 :
賴
牲
よ
女
出
#
し
セ
紫
進
、税
論
^
到
達
し
得
な
か
つ
.た
多
の
^
、
'ミ
ル
の
外
、
ー
フ
ゥ
、
ゥ
ム
フ
ェ
ダ
：
^
，
、
 

ベ
火
^
ク
ム
'
f
.
K
.
フ
テ
'ィ
ダ
：

(

デ
等
が
あ
る
^
.
eは
：ャ 

ン
办
指
摘
す
« .
贩
6
:、で
あ
る
。(

其
の
後
、效
用
輝
論
の
精 

.
細
な
る
研
究
、特
^ ;
、
限

界

效

用

齡

の

勃

與

ほ

；
，
、
同
ブ

1へ
原
现4
々
出
發
し
.で

# .
進
稅
©
合
现̂ 

ビ
す
る
の
氣
運
を
生
：じ
.た
。_

ミ
^

が
.ま
だ
比
例
稅
よ
6
脫
却
し
得
な
か
ら
た
の
は
、斯
る
效
用
«
念
の
欠
如
^ .
戚
、

.

素
よ
り
NC5
.の
課
稅
原S

T
か
前
述
の
功
利
主
義
哲
學
を
根
柢
^
す
るt

v
j

は
疑
を
容
れ
ぬ
。
姑
ら
く

、
ミ
グ
自
身
の
生 

涯

を

龜

じ

て

起..ひ
だ
®
想
的
推
眵
を
論
ぜ
ず
せ
す
る
も
、
法
律
の
客
.観
的
檩
準
^
し
て
の
功
利
主
義
哲
學
S
國
家
機 

能
の
®
大
ど
は
粗
税
5 :
し
て
犧
牲
の
«
念

た

ら

し

め

：各̂
同

時

技

、
平

等.課

秕

；の

麂

則? :
樹

玄

せ
.
^

然
か
'も
、
.

r
J

の
■功
利
虫
義
哲
學
は
力
：ア
グ
ア
：、H

ッW

ヲ

ア

，ス
ビ
よ
づ
：

〔

て

效

用

瑰

論€
密
接
は
結
び
づ
け
'6

れ
挞
0
:
 

こ
れ
が
平
.等
犠
牲
說
よ
ダ
最
小
'犠
牲
說
へ
0
:發
康
で
あ
.る
。
\ 

:,

\

 

::
'vr

C:
;

■
マ

; v
: 

.

.
;• 

こ

五

，
灯
ア
ヴ
T

及
び
エ
マ
チ
ヲ
ア
ス
の
最
小
犠
牲
說 

.

,
:ヵ
ア
ゲ
T

k

#
へ
ば
、.：義
務
の一

般
.的
原
理
化
關
す
る
：.問

題

は

經

濟

學

：
の

範

爾

两

记

：屬

.ぜ

ぬ

。
.
.
故

に

彼

れ

は

功

科 

‘

主
義
の
.原
.理
を
仑：

の
錄
t
K
各
し
、
而
し
て
.國
家
も
亦
個
人
s

#

b
く
.：！
般
的
福
’祉
、.
最
大
多
數
.の
：
最

大

.華

ベ
さ
て
€
を
假
定
ず
る
。'
:
.
然
&
ば
、
國
家
ほ
如
何
^
す
れ
ば
租
税
.の

間

題

拓

關

じ

：て
へ
ー

.

般
的
福
祉
を
：增
進
じ
得
る
か
o 

國
家
は
多
數
人
.の
結
合
行
爲
形
式
^
對
す
る
杣
象
的
名
辭
^
す
ぎ
ざ
る
％
の
で
あ
る
が
、
然
か
も
、
立
法
を
通
じ
て 

他
國
人
^
を
の
意
思
を
强
制
^
る
場
合
^
於
け
る
個
人
の
行
爲
は
特
殊
の
責
務
を
帶
び
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
課 

称
^
關
す
る
：國
家
責
務
の
問
：題
は
祖
税
徵
收
後
代
於
'け
春
支
出
の
.間
題
ぞ
ば
别
に
論
ぜ
ら
る
'べ
.

で
あ
る
：0:
蓋
し
寒 

抝
め
.
.場
合
k
:於S

•て
、
國
家
一
：.は
、績
'■
«
的
.
k
.- ^
:般

的

福

ー

祉

免

增

#
す
秦
t
ぐ
が
出
來
る
け
れ
S
も
、
單
な

6,
へ
課
搀
fc
一
ふ
"

.
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て

は

爾

か

し

得

ざ
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M
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あ
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a
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S
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a
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u
s
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i
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M
i
n
i
m
u
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t
l
i
e
o
r
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a
x
a
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i
o
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p
o
l
i
t
i
c
a
l

 

S
c
i
e
n
c
e

 

Q
u
a
r
t
e
r
l
y

 

v
o
l
.
1
9
〕

は
前
揭
論
文
集
最
後
の
章
の
一
部
に
收
め
て
あ
る
か
ら
引
刖
は
全
部
こ
のE

s
s
a
y
s
.

に
依
つ
た
。

彼
れ
は
一
般
的
功
利
の
原
則
よ
6
.出
發
し
て
«
税
を
«
惡
ど
考
へ
る
。
'日
く
.

「

一
般
的
ド
謂
へ
ば
、
租
税
の
徵
收 

は
其
れ
自
體
k
於S

て
害
惡
で
奴
る
L
e薛
‘丸

: ^
。
、.斯
く
祖
稅
は
.

一

個
の
害
惡
で
あ
6
、
負
擔
で
あ
6
、
課

せ

ら

れ

た

，
る 

犧

牲

で

あ

る

か

ら

、

功

利

の

原

則

は

观

ら

，か

^
斯
く
の
如
さ
も
の
の
可
.及
的
小
な
'る
.ミ

ヒ

.5
:
要
求
す
る
。
即
ち
租
税 

は
最
小
の
犧
牲
を
課
す
る
が
如
く
^
、
賦
課
徵
收
せ
ら
れ
、
收
.入

は

最

大

の

利

益

、を

輿

ふ

る

が

如

く

^

支

出

せ

ら

る 

、
時
、
最
も
よ
く
功
利
の
原
則
に
適
合
す
る
こ
ど
ど
な
5
の
.で
あ
る
6

ー
0
0〕

。

.
'

独
力
九.

c
a
r
v
e
r
,

 

w
s
s
a
y
s
.

 

p
. 

3

 

名 

ŵ
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h
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C
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W
s
3
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:

力
ア
グ
ア
に
よ
れ
ば
、
租
税
の
職
牲
k
はj.l‘

種
あ
る
。

一
は
納
税
者
k
對
ず
る

if
t
接

的

犠

牲

で

あ

み

、

一
一
は
產
業 

企
業
に
對
す
る
抑
屢
の
間
接
的
結
架
で
あ
名
。
こ
の
故
^
、
.功

利

の

原

則

. ^
從
つ
.て
ノ
租
税
'の

負

擔

.は

乙

れ

等

害

惡 

の
ニ
形
態
の
總
和
ヵ
可
及
的
小
な
^
.ヵ
如
く
^
配
分
.
る̂

べ

. &
で
あ
：.る

,°
:
, 

, 

、
抑

壓

の«
小
は

- M
ベ
て
め
^
の
R
平
摩
の
犧
牲
5 :
與
^

^
が
如
ズ
粗
稅
を
配
分
す
る
Z
ビ

k
よ
つ
て
確
保
せ
ら
れ 

る
：>'
0

_

%
抑
壓
的
猶
果
.の
み
を
考
察
沭
- 5
な
‘ら
ば
、
犧
牲
0
平
等
は
最
小
織
の
最
小
#

惡
5 :
意
味
す
る
ど
の
結
論

 ̂

龜
贫
! 5
で
龙
ふ
ぅ
0
併
し
^

^
、
猶
_
者
の
犧
牲
の
み
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
犧
牲
額
の
不
平
等
が
却
つ
て
斯
る
結

笫
ニ
屮
四
卷c

四
七I

)

粗
税
榻
牲
說w

功

利

、
王
義
哲
學
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三

號
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七
八

論

を

：生

：ず

る

の

事

實

そ

看

''
5
で

あ
.?
>
::
5
。'
::'
'
'.
'マ

.'
.•
"

,富
者
3
の
':
'
1茆
は
貧
者
<
の1

卵
よ
<

^
效
用
が
小
.で
あ
る
。
故
^
眞
實
の
犧
牲
平
等
は
3
に
よ
6
多
く
課
税
す 

る
乙

I

よ
.つ
て
達
せ
ら
れ
る

o
從
つ
て
、
一
定
の
«
額
徵
收
^

あ
た
つ
て
、先
づ
第
一
.所
得
者
の
收
入
よ
う
其
の
次

.
の
收
入
，ミ
等
し
く
な
る
迄
祖
稅
を
徵
收
し
、
遂
に
差
額
の
全
部
を
徵
收
す
る
^
及

. 

ん
で
、
，乙
の
第
二
の
，收
入
が
第
三
の
そ
れ
を
超
ゆ
る
額
を
徵
收
し
、
以
下
順
次
斯 

く
の
如
さ
方
法
に
よ
つ
て
課
猊
す
る
の
が
租
税
犧
牲
を
最
小
に
す
る
所
以
.で
あ 

る
。

乙
れ
を
圖
表
に
よ
つ
て
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
，る
。
 

o 

A
.
は
A

の
■收
入
、
o 

Bfi
B
の
收
入
を
示
す
。

m

d
を
南
收
入
の
效
用
I1
I
I線

 ̂

.す
れ
ば
、
<
1の
限
界
效
用
は
0
<
:、
3
の
そ
れ
は
4

3
ビ
な
る
。
h

B
を
以
て
B 

_
に
對
す
る
課
桃
。
j

A
sr
以
て
A

k
對
す
る
課
税
ど
す
れ
ば
、
叼
€
八
€

^

3(1 

B 

hど
の
.表
®
積
が
等
し
く
な
る
v
c
&
k、
平
等
な
る
：犧
牲
額
が
得
ら
れ
る
で
あ 

ら
う
。
併
し
乍
ら
、
B

R
對
す
る
稅
额
を
1
れ
だ
け
增
し
、
<
^
對
す
る
そ
れ
を 

f 

jだ
け
減
少
す
る
な
ら
ば
、
：全
：體
：的
に
看
で
犠
牲
は
少
く
な
る
で
あ
ら
う
。
即 

ち
バ
鱗
牲
の
平
等
^
非
.ず
し
て
、
限
界
鶴
性
の
平
等
が
全
體
汰
於
い
て
最
小
の
犧

牲
ビ
な
る
の
で
あ
る(

註
.一
0
.
1

)

註

1

0
一
 

-
c
a
r
v
e
r
,

 

w
t
h
i
c
a
l

 

p
a
s
i
s
.
o
f

 

D
i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
,

で 

%

斯
く
し
て
.、
力
ア
グ
ア
は
次
の
如
き
結
論
k
到
達
す
る
へ

I

「

直
接
犠
牲
.の
最
.

小
總
量
は
犧
牲
の
平
等
に
ょ
.る
に
非
ず
し
'1
:
.、
限
界
犧
牲
の
平
等
に
.ん
.つ
.1:
確
保
せ
ら
れ
る
じ
パ

 

其
の
結 

果
は
極
端
な
る
紧
進
稅
論
^
導
れ
る
。
最
小
犧
牲
は
最
も
低
い
限
界
效
用
を
有
す
る
數
個
.の
收
.入
ょ
办
全
租
稅
を
徵 

收
す
る
己
.
.
V
J
R
ょ
つ
て
確
保
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、.
斯

る

極

端

な

る

累

進

稅

は

產

業

、

企

業

?:
歷

迫

す 

る
で
あ
ら
ぅ
。
即
ち
第
ニ
の
間
接
的
影
響
を
顧
慮
し
、
直
接
犧
牲
^

關
ず
る
考
察
ょ
々
生
ず
る
極
端
な
る
累
進
論
を 

緩
和
し
、

Z
の
ニ
個
の
犠
牲
を
同
時
に
.考
察
ず
る
乙
ど
に
ょ
'
.つ
七

逾
當
な
る
累
進
率
?:
見
.出

す
Z
ビ
が
出
來
る
の
で

あ
る(

註
'
:
r〇
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T
併
し
乍
ら
、
斯
る
累
進
率
緩
和
の
問
題
は
力
.ァ

グ

ァ
せ
於
，け
る
茈
本
的
課
税
原
理
で
は
な
い
。
.其
は
犁
^
實
際
上

の
適
用
に
對
す
る
政
策
的
制
限
に
す
ぎ
な
.
$も
の
で
あ
ら
ぅ
。g

論
上
の
結
論
が
最
小
犧
牲
說
た
る
こ
^
は
前
述
の

通
々
で
あ
つ
て
、.
又
，
ミ
ダ
に
對
す
る
次
の
如
さ
批
評
は
こ
の
.點
を
猶
ほ
明
瞭
に
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
日
ぐ
、「

ミ
火
は

課
稅
R
於
け
る
正
義
め
標
準
^
し
て
平
等
■
性
說
を
主
張
し
た
が
、
直
接
的
犧
牲
R
關
す
る
#
理
を
誤
つ
た
。
疑
も

な

く

、

欲

望

並

^
'
そ

の

充

足

k
關
す
る
分
析
を
怠
つ
た
が
故
で
あ
るj
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純
粹
功
利
主
義
哲
學
の
直
接
的
派
生
物
g

る
最
小
鶴
牲
は
課
稅
の
最
高
原
珊
で
あ
る」 
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名
の
に
エ
ッ̂-
夭
ァ
ス
^ -

あ
る
‘？

彼
れ
に
從
へ
ば
、
課
稅
の
功
利
主
義
的
原
理
は
納
税
者
の
感
ず
る
犠
牲
を
負
擔
配
分
上
の
主
要
要
因VJ

す
る
。
而 

し
て
て
.の
.犠
牲
說
之
そ
純
理
論
S
し
て
の
資

格

を

有

す

.
る

も
の
で
あ
つ
て
、M

れ
ょ
ぅ
客
觀
的
な
る
能
カ
說
は
理
論 

阶
硏
究
の
範M
內
^
屬
せ
仰
も
の
で
あ
る(
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看
.

■ベ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義
哲
學
が
そ
の
本
質
に
於s

て
個
別
主
義
を
採
る
^
も

拘

ら

ず

、
.
法

律

の

客

觀

的

標

準

ど

し 

て
說
か
れ
る
場
合
^
は
全
體
主
義
的
規
範
概
念
ビ
な
A
v
> 

'

且
つY

ン
，t
ム
自
身
に
於
い
て
、
Z
か
關
# -
が
未
だ
明
齋 

•

で
な
い
こ
^
は
前
述
せ
る
如
く
で
知
る
9
,
之

デ
ヲ

r
ス
も
亦
.こ
の
問
題
に
關
説
ず
る
0
而
し
.て
、
彼
れ
は
結
局
積
分 

概
念
ど
し
て
の
功
利
論
? :
以
て
功
利
主
義
荷
學
の
J H
レ
さ
解
釋

S
做
す
。日

く「

取
得
ら
れ
る
總
效
用
が
個
々
の
場
合 

に
應
じ
.て
或
ひ
は
ょ
ゥ
大
^
な
ダ
、
或a

l
l

ょ
6
小
ど
な
る
が
如
さr

切
分
配
原
理
の
中
^
於
い
て
、
集
合
效
用
が 

個
々
の
.場
合
^
:應
じ
て
極
大VJ

な
る
が
如
き
原
理
こ
を
、
結
局
個
人
的
^
最
大
の
效
用
を
與
ふ
べ
さ
可
能
性
を
最
も 

多
く
有
す
る
も
の
で
あ
る」

S
 I

〇
七
V

V

O彼
れ
は
、
理
論
を
科
學
的
炙
ら
じ
む
る
爲
め
に
、效
用
槪
念
^
非
效
用
0 , 

そ
れ
を
代
置
す
る
。

- ^
ぢ
彼
れ
^
ょ
れ
ぼ
、「

課
稞
に
ょ
つ
て
得
ら
れ
る
總
純
效
用
が
極
大
^
な
る
が
如
さ
條
件
は
® : 

非
效
用
が
極
小
な
る
ベ
さ
條
件
R
歸
着
す
る
。
i

の
總
非
效
用
が
極
小
な
る
ベ
.
S
條
件
か
.ら
、

ー
般
汔
备
納
稅
者 

の
蒙
る
限
界
非
效
.用
は
同
一
な
る
べ
し
ビ
の
厭
則
が
生
ず
る
の
で
あ
る」
2

ー
80
0

。
即

ち

課

税

贬

现

ど

し

て

：
の
.
.
限

界
 

犠
牲
へ
均
箏
の
：法

則

は

其

か

立

，論

の

'形

式

及

び

結» ;
ぼ
_

い
て
完
全
に
功
« '
主

義

衙

擧

：ど

合

致

す
.る
4
,
^

ノ

へ
ゾ
 

j
sr*
.
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-

最
小
犠
牲
說
に
於
け
る
以
上
の
如
き
甚
本
理
論
が
必
然
的
に
累
進
耽
の
主
_張

(£
:
な
る
こ
ど
ば
極
め
て
明
瞭
で
あ
る
0 

併
し
乍
ら
、
乙
の
紫
進
稅
論
は
、
最
小
犧
牲
說
の
特
質
^
ば

謂

C

 

€
等

犧

牲

卿

を

以

て

し

て

も

、
.
亦

累

進

桃

を 

說
き
得
る
が
故
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
ミA

は

、

不

幸

に

し

て

效

用

概

念

の

分

析

を

怠

つ

た

が

故

モ

’
僅

か

に

生 

活
費
免
税
額
を
認
め
た
る
の
み
^
し
て
未
だ
綮
進
税
ょ
ヶ
胁
却
し
得
な
か
つ
た
け
れ
ざ
.も
、例
へ
^

口 \

ア
ト
，
マ
ィ 

ヤ
ア
、
コ
ー
工

ン
•
ス
テ

ヘ
ア
ア

ト

等
の
如
さ

は

、

平
等
犧
« -

上
々
出
發
し
て
、
明
ら
か
に
累
進
稞
の
根
據
を
課
い
て 

居
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
最
小
犠
牲
の
原
理
<
平
等
或
.
a
は
.比
.例
犧
牲
の
原
理
€
は
现
論
上
如
'何

^ '
區
別
3
蚤
べ 

さ
で
あ
る
か
。

乙
の
間
題
に
就s

て
エ
ッ
デ
ヲ
ア
ス
は
斯
う
爾
つ
.て
居
.る
々

.

•「

最
小
犧
牲
說
以
外
に
、
平
等
並
に
比
例
犠
牲
の
原
理
が
；あ
る
。，ミ
れ
等
|
:
1原
理
の
資
際
的
結
論
を
.先
づ
考
察
し
、
«
 

い
て
.そ

の

理

論

的

證

明

の

：計

究

^
移
ら
う
。

こ
れ
等
は
共
^
、

べ
^
ヌ
ゥ
ィ
の
法
則
^
從

”つ

て

效

用

は

財

貨

ど

反

比 

R
減
少
す
る
こV」

を
前
提v

す
る
場
合
が
あ
る
o

乙

の
前
提
ょ
う
す
れ
ば
、
•平
等
.犠

牲

の

原

理

か

ら

は

此

例

税

論

が

生 

じ
、

比
例
犧
牲
の
原
理
ょ
う
は
巢
進
稅
論
が
導
か
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
'
こ
の
前
提
»

正
し
く
な
：や
。

效
用
は
收
入
.
 ̂

增
加
€
共
^
遞
增
率
を
以
て
減
少
す
る
か
ら
で
あ
る
o
: 

.
«
察
也
ら
.る
、
.對
象
が
、
事
實
上
：ベ
^
:ヌ
，ク
.ィ

の
.法

則

<£
■'は

' 

1

致
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。
又
、
極
め
て
大
な
る
收
入
を
示
す
時
のT

ル
ヌ
ネ
十
曲
線
技
就
い
て
：は
猶
ほ
.疑

問

の

.余

地

が 

あ
る
.。
斯
か
.る
揚
合
は
龄
け
.る
此
の
效
用
曲
線
の
特
鸳
は
4 :
^
充
分
證
明
せ
ら
れ
て
居
ら
な
^
の
で
あ
る
。
第

j  

k

v 

資
本
還
'元
比
關
し
.て
は
何
故
^
べ
ル
ヌ
ゥ
ィ
の
法
則
以
上
‘の
速
度
を
以
X
飽
議
點
杧
達
.し
な
い
か
。
又
、
何
故
k
繼
-

第
二
十
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1號

一
八
ニ

« .
的

翁
用

！
？

爾

»

間
0

比

犖

は

べ

ル

ヌ

‘ゥ

ィ

^

法

則

化

從

ふ

狀

上

め

速

度

を

以

セ

增

加

し

^

い

か

。
'今

、

收

入

增

加
 

が
#

に

敗

ず

る

[ &
'

界

效

用

の

減

少

が

べ

V

ヌ

グ

ィ

の

法

則

^

越

え

を

送

.假

定

す

れ

ば

、

平

等

犠

牲

說

も

、

比

例

犠

牲
 

說

が

共

^

祟

進

稅

論

^

到

達

す

る

？
.唯

だ

、
^

の

臬

進

率

の

鹿

に

於

い

て

後

者

が

前

者

よ

ク

高

S

ど

謂

ふ
^ .
す

ぎ

^ .
。

ぃ
こ
の
摩
に
於
い
て
、.
_
似
犠
牲
說
た
る
こ
の
.

n

原
理
は
、
非
效 

.•:
用
の
考
察
に
よ
つV

限
定
.せ

ら

：る

べ

き

最

小

犧

牲

說

R
類

似

す 

る

で

&

ら

ヶ

」 (

註
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ゾ
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w
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O
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V

:

ェ

ジ

デ

ヲ

ァ

ス

は

こ

れ

等

犠

牲

說

.の

種

々

な

る

類

型

を

次

の 

对

さ

圖

表

? :
以

て

表

示

し

て

居

る

.

O

Y
拙
R

沿
.ぅ
て
测
ら
れ
た
る
¥
は
收
入
.の
大
5
、
曲
線
1 

r
は
、
>

^
對
す
る
座
標
が
¥
よ
ぅ
を
小
な
'5
收

入

の

數?:
表 

■•は
す
が
如
く
^
描
れ
た
る
も
の(

パ
レ
：エ
ト
ォ
の
收
A
ll
l
i線
論 

.

k
迦
く〕
O

O
Bは
收
入
の
總
_
、
A

a
は
免
桃
小
額
：を
示
す
。
 

:

今
最
小
犧
牲
の
原
理
を
適
用
せ
ん
^
、
こ
の
揚
合
、
：6
を
通 

る
縱
軸
を
設
け
、
.
>の
線
上
の一

點
T
5T
通
る
縱
及
び
榄
軸vj 

II
I
]線
I
V
V
J
R
よ
つ
て
圍
ま
れ
る
而
積
が
、
課
稅
額
k
等
し
い 

國
民
所
得
を
表
は
す
が
如
.&

Tii
を
求
む
れ
ぱ
宜
い
の
で
あ

1
I

I

る
？
次
に
、
比
例
珑
の
原
理
を
適
用
す
れ
_ば
、
同
じ
縱
軸
上
^
次
の
條
件
を
：充
代
す
む
點
を
見
出
せ
ば
ょ
い
で
あ 

ぅ
。
即
ち
、
必
要
な
る
稅
：额
が
、
乙
の
6
勦
上
の
縱
軸
、
1

^
曲
線
及
び
：縱
軸
7
が

，

,

♦

音

C.

(

U
は
收
入
I

ぅ
得
ら
れ
る
總
效
用
額)

.な
る
條
件
を
そ
の
總
べ
て
の
點
R
於S

て
充
た
す
が
如
き
[I
I
I線(

t 

a

>

J

k
ょ
つ
て
圍
れ
る
而
積
k
等
し
け
れ
ば
宜 

い
の
で
あ
る
。
最
後
^
苹
等
犧
牲
の
原
理
を
適
用
す
れ
ば
、
同
じ
縱
軸
の
上
^
:、
祖
稅
の
必
要
額
が
乙
の
縦
軸
、
曲 

線
I

r
及
び
縱
軸
"
が

.：

(
2

)
x

h

 =

 c
.

な
る
條
件
を
充
た
す
肋
線(

1 '
3 !
^
ょ
つ
て
圍
れ
る
而
積
に
等
し
い
樣
^
了
點
を
.求
む
れ
ば
ょ
い
の
で
あ
る(

驻
ー
1
0

)
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5

斯
く
し
て
、
'我
々
.は
類
似
犧
牲
說
の
理
論
的
檢
M

f
移

ら

ね

ぼ

な

ら

ね

。
，
斯

說

の

合

理

性

は

、
，
今

問

題

V」

す
る
ビ 

こ
ろ
の
原
理
が
功
利
主
義
の
最
高
原
理
^
'如
何
な
る
關
係
に
：在
る
か
? :
決
定
す
る
之
ミ
^
依

つ

て

立

®

せ

ら

れ

る

か 

'允
知
れ
g

o
cl
の
場
合
、
若
し
も
類
似
犠
牲
が
直
威
的
正
義
に
ょ
つ
て
規
龙
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
斯
か
る
關
係
は
'一
 

倜
の
完
全
な
る
自
律V

な
る
。
'併
し
乍
ら
、
功
利
主
義
者
は
斯
彳
の
如
さi

m
p

e
r

i
i

 in  

i
m

p
e

r
i

o

を
認
容
し
な 

い
で
あ
：ら
ぅ
。"
而
し
て
、
.
そ
の
特
質
不
明
な
'る
.斯
か
..る
類
似
犧
牲
說
^
反

對

す

：る
：で

あ

ら

ぅ

。

"比

例

_

牲

說

も

平

等

部
！一.

十
四
'卷
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四
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秭
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牲
媒
せ
功
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哲
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應
崔
囉
-̂
共
^
ち
瀲
用
曲
線
が
べ
デ
ヌ
ク
ィ
め
法
則
れ
從
ふ
限
办
^
於

^

_

の
;;
2
べ
、
' 斯

歡

前

§

必
ず
し
i

し
>

5
謂
へ.

2
。

然

か

も

、
、
，
乙

れ

■

似

犧

牲

說

は

、
他

の

見

地

.よ

 々

¥
れ

ば
;'
猶

ほ

妥

當

し

な

べ

な

；る

。

.'
今

：フ

若

し.平
.等
鶴
牲
が
限
界
犠
牲
均
等
^
等
し
い
ど
す
れ
ば
、
如
何
な
る
條
件 

.潔
敦
用
や
最
_

道

す

る

か

./
:0
前
述
の
如
く
、
ミ
ル
は
.平
等
並
S

小

糧

め

原

，f

共
S

.
張
し
た(

前
段 

ミ
；,
：の
.平
等
犧
牲
霸
_

。け
れ
ぞ
,
、.
:そ
0
課
稅
改
革
の
主
張
_

い
て
、；

.平

等

犠

牲

：：
の

原
理
よ
t

、
平
？
 

對
す
る
:«
功
利
主
義
的
推
超
法
を
彼
れ
が
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
乙
>」

は
明
白
で
あ
る(

註
ー
二〕

。 

'
こ
？
：

•

マ
力
ロ
ソ
ク
、
ロ
イ
ァ
ト
.
マ
ィ
ャ
ァ
、
コ
i

ン
•
ス
テ
、
ァ
ァ
ト
矣
い
て
も
、
共
に
類
似
犠
牲
の

原
理
と
純
功
利
主
義
哲
學
S

關
係
が
明
瞭
J

S
。

事
實
、
乙
の
關
係
S

い
て
如
何
I

見
解
I

ら

ぅ

I

、
 

最
大
多
數
の
最
大
幸
福
I

最
高
原
理
：f

獨
立
し
た
行
爲
の
範
圍
は
無
意
義
で
あ
ら
，i

一1

二)

ど
。

y
: 
•
.
胜
一
.ニ 

- :
.
M

の
點
に
於
い
て
、
ベ
ン
サ
ム
は
、、、
ル
よ
り
も
常
に
明
瞭
で
あ
る
。
最
大
幸
福
の
原
理(

法
捧
的
規
f

し
て
の〕

よ
リ
平
等
I

 

.

.を
演
.碟
す
る
場
合
、
®
^
土
彼
れ
は
微
分
法
を
使
.用
す
る

'か
ら
で
あ
る

(

前
段r.

功
利
主
義
槪JJ」

參
隊)

o 

訪

ニ

ニ 

Edgeworth, op. 

c
i
rぼ
，

斯
く
の
如
く
エ
ノ
デ
ヲ

T
ス
'は
課
稅
論
が
結
局
功
利
主
義
潘
學
よ
ぅ
脫
却
し
得
ざ
る
こ
ど
?:

說
い
て

ゐ

る

。

3 

ノ
 

て
彼
れ
^
從
べ
ば
、
平
等
犠
牲
說
に
代
置
せ
ら
れ
た
る
己
の
最
小
犠
牲
說
は
を
の
實
際
的
適
用
の
方
面
^
於
い
て
龈 

め
て
明
確
で
あ
る
。
彼
れ
は
謂
ふ
-—

「

平
等
犠
牲
の
代
，ぶ
最
小
犠
牲
を
使
用
す
る
こ
泛
よ
つ
て
、
吾
々
は
、
可 

故
I

s

理

が

適

用

さ

る

？

か

の

問

題

よ

々

生

：じ

た

德

上

學

的

«
霧
を
四
散
せ
し
め
得
る
で
あ
ら
ぅ」

c

註I  

|

,
ゼ
。

彼

れ

妻

れ

ば

、
以
土
の
間
題
は
、
最
小
犧
牲
說
を
以
で
立：

法
原
理
.ミ

し

て

：の

功

利

主

義

哲

學

よ

み

生

ず

る
；

韻

ど

^
^
す

^

の 

は
無

.關

v

^

^

:;̂
-'
°
v
.
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e
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r
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o
?

c

r
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A
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'
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V 

r■.
■
■.'
-

彼
れ
诡
孓
の
外
最
小
掘
牲
說
亦
年
等
犧
牲
說
^
勝

：
る
，
所

以
.:?
:
次
.の
.如

べ

說
$
.て

居

る

：。

「

猶

ほ

、
平

等

犧

牲

說

は

を 

め
推
論
|
於

>
て
明
確
を
缺
く
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
あ
る
種
の
結
論
K
到
達
す
る
た
怂
に
は
效
用
遞
減
の
率
^
關
し 

^

^
••
^
;-
^
の

.-
1
)
5定
を
^
要
' ^
す

る

し

、
然

か

：も

、

心
，理

的

な

あ

る

^

の

 

>

」

物
質
的
な
あ
る
.も
.の
；
: $
の

間

^

精

密

な

る 

_

- #
: ^
雜
.立
^

る
こ
ビ
は
不
可
他
だ
.か
ら
で
.あ
る
_。
併
し
乍
ら
、
最
ネ
犧
锥
の
原
璉
は
、.
其
‘の
推
論
の
過
程
代
於
い 

,
v
:、"策

用

ビ

財

貨#
の
疋
確
な
る
_
係
を
想
定
し
な
い
。
其
は
皐
ド
一.

般
k
認
め
ら
れ
^
る

效

用

遞

減

の

事

實

.の
み 

,士

, ©
方

す
^

^
す
言
5

次
、
.平
等
鄭
税
妃
は(

本
來
の
倉
味
の
.

)

平
等
せ
比
例
な
.る

ニ

形

態

が

あ3
、
を
の
爲
め
た 

槪
念
.の
、混
« 1
が
隹
ず
- 5
0
ヤ
あ
.る」

裔

.ニ

.怒

。
併

し

乍

ら

嘲

利

主

義

，の

.原
理
に
愈
く
最
小
犧
牲
說
は
、
明
ら
か
^
之 

れ
等
.の
ぷ
: 0
«
確

: ^
る
前
提
、
.概
念
.の

混

亂

ょ

办

逃

れ

々

之

ミ

が

出

來

名

。

「

：即

ち

功

利

主

義

哲

學

な

る

導

星

：は

顧

壁

ょ 

9

遠
さ
彼
%

に

輝

-*
^

«
翻

論

の.

办̂
? :
以
て
，̂
ぅ
‘カ
'强
き
航
路
を
彩
っ
て
居
る
1-
8
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. ^
由
れ
：ぼ
.
«似
犧
胜(

：
此

例

或

：
ひ
.は
平
等
犧
牲)

' 0
原

理

ょ

：
々

遽

進

麗

論

''
2
;柚

出

す

る

爲̂

^
:は

、 

,效

用

遞

減

法

則

：の

外

、
：

.

j

般

及

與
.へ

ち

れ

ざ

る

、

ょ

办

以

.上

の

素
材
が
必
要
で
あ
る
。
然
る
に
最
小
犧
牲
の
原
理
に

;
.
:̂?
f

# 

.
潜

^

叇

逢

響

萆
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'

於

s
'て
は
、
未
知
の
問
題
を
假
定
す
る
の
要
が
.な
い
士
_

ふ
。

.

'

,

セ

リ

V

マ

シ

は

其

の

著

「

巢

進

稅

」

の
第
一
ー
版
^

於

い

て
.以

：上

の

說

明

を

註

釋.し、■
大
略
次
の
如
一

 

個

の

批

判

を

.
 

*

へ

て

居

る

。

第

r
、

平
等
犧
胜
說
R
於
い
て
槪
念
の
混
亂
は
な
い
。「

經
濟
學
者
が
平
等
犠
牲
、/

j

稱
す
る
ど
き
、
其
は
比
例
犧
牲 

の
意
味
で
あ
.る
。
澈
に
平
等
犧
牲VJ,

は
此
例
犧
牲
を
表
は
す
粗
.雜
な
方
法
に
過
ぎ
ぬ
o
數
學
的
意
義
k
於
け
る
絕
對 

的
平
等
犠
牲
を
主
張
し
た
も
の
は
、
私
の
知

る

限

ク

に

於
い
て
は
誰
も
居
な
い
の
で
あ

to」
c

註一
1

S

ど
。

こ
れ
に 

對
す
る
土
ッ
デ
ヲ
ア
ス
の
反
批
判

?:

述
ぶ
れ
ば
斯

ぅ

；で
あ
る
:0
ヾ
 

.「

.古
典
的
著
作
^
於
.け
る
異
論
あ
る
.文
章
の
解
釋
に
關
し
、
そ
の
文
章
が
他
の
意
味
を
有
す
るVJ

稱
し
て
著
者
自
身 

•の
.言
を
信
せ
ざ
ざ
る
が
如
S
註
‘釋
者
を
私
は
好
ま
な
.

$
。

而
し
て
セ
リ
グ
マ
ン
に
對
す
る
私
の
反
批
判
は
、
私
自
身 

^
ど
づ
て
大
し
た
意
義
が
な
い
Z
ど

を

吿

白

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

蓋

し

、
、
乙

の

問

題

^
於
.いV

セ
リ
グ
マ
ン
の
採 

る
立
脚
點
は
.事
實
土
私
の
主
.要
理
論
I

最
小
犧
牲
說
i c
最
も
.有
利
な
立
場
^
か

ら

で
あ
る

。

若
し
も
、
ミ

ル

が

平 

等
艤
牲
を
セ
リ
ダ
マ
ン

の
稱
す
る
が

如

く

k
解
し
た
.な
ら

ば

、

彼
れ
は

、

.
平
等
犠
牲
ど

最
小
犠
牲V

J

の
ニ
原
璉
を
共 

k
同

！
，
口

吻

を

以

て

說

明

し

た

で

あ

ら

ぅ

」
c

註1
1

さ

ど

。

筆
者
も
亦h

ッ
デ
ヲ
ア
ス
の

斯

か

る

所
論
に
賛
意
を
表
す 

f

の
‘で
.あ

.る
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'
纸vi 
一、

•
タ
グ
マ
.ン
：ド

: «
へ
；ば
、
最
小
犠
牲
の
原
现
は
決
し
て
他
の
主
觀
論
ょ
み
以
上
に
有
效
.な
も
の
で
は
な
ぃ

S
。
素
ょ
6
こ
の
批
判
は
ゥ
ュ
ス
ト
ン
の「

茈
義
ビ
犠
牲」

に
從
.ふ
も
.の
で
あ
る
。
ゥ
ュ
ス
ト
ン
は
數
理
經
濟
學
者
が
、
 

疋
確
な
.る
數
學
的
表
現
を
許
^
ぬ
原
理
の
上
に
某
礎
づ
け
ら
れ
た
る
理
諭
を
以
て
滿
足
し
て
ゐ
る
の
ば
、
不
思
議
で 

あ
る
ビ
謂
っ
て
ゐ
る
s

一
 

一

o

°
エ
ッ
デ
ヲ
ァ
ス
は
己
れ
に
對
し
て
次
の
如
く
.答

-
る斯かる侮蔑的批評は、

 

最
小
犠
牲
說
が
效
用
ビ
財
貨
ど
の
何
等
芷
確
な
る
關
係
を
假
定
し
な
い
^
謂

ふ

私

の

說

明

を

裳

礎

^
す

る

も

の

で

あ 

る
P
併
し
乍
ら
、
こ
の
.

は

最
か
«

#

の

原
理
が
、
數
學
的
推
理
の
特
質
を
棄
心
る
せ
謂
ふ
意
味
で
：は
な
く
て
、
 

平
等
犠
牲
の
原
理
^
必
要
な
る
ー
切
の
素
材
を
要
求
し
な
い
意
味
で
あ
る」

8 '

:

1
.ャ
^
ど
。
事
實
上
、
エ
ッ
デ
.ヲ
ァ
ス 

の

最

小

犧

：牲

說

が

單
i c
效

用

遞

減

の

法

則

を

要

求

す

る

が

け

で

あ

っ

て

、
效

用

遞

減

：率

に

關

す

る

：

*—
*
切

の

旣

知

數
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要

ビ

し

な

'い
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